SONY. 


バーソナルコンピユーター 

VGN - P シリーズ 
取扱説明書 
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マニュアルの活用法 


取扱説明書(本書） 

バイオを使えるようにするための準備や、 Windows び起動していないとをの 
操作、トラブルの解決法、サポート情報などを記載しています。 
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VAIO 電子 

7ニユアル 



重要なお知6せ 



ペルプ 


知りたいこと-わか6ないことを調べる 

取扱説明書(本書)に記載している情報のほか、さ 
らに詳しい情報ち記載しています。 


(見るには） 

[スタート]ボタンをクリックして、[すべてのプ□グラ 
ム]にポインタをあねせ、 [VAIO 電子マニュアル （PDF 
版)]をクリックする。 


バイオを使ララえでご覧いただをたい情報です。 


(見るにげ） 

[スタート]ボタンをク U ツクして、[すべてのプ□グラム] 
にポインタをあわせ、[重要なお知らせ]をク U ックする。 


付属のソフトウェアの詳しい使いかたを説明します。 


(見るには） 

各ソフトウてアの[ヘルプ]六ニューからそれぞれのヘル 
プを起動する。 


本機には、取扱説明書(本書)をはじめとして、次のマニュアルび付属していまず。 


册の7ニユアル 
















お買い上げいただきありがとラございまず。 

I 成警化 I 電気製品は安全のためのを意事項を守らないと、 
""" 火災や人身事故になることがあります。 

この説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と本機を 
使ラ前の必要な準備について説明しています。この説明書を 
よくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してくだ 
さい。 


Memory Stick T, 
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パーソナルコンピューター 

VGN-P シリーズ 
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はじめにお読みください 


本機の主な仕様については、別紙 r 主な仕様と付属ソフトウェア」をご確認ください。 

VA にオーナーメー ドモデルをご購入のお客様へ 

お客様び選択された商品によって仕様び異なります。 

お客様び選択された仕様を記載した印刷物をあわせてご覧ください。 

このマニュアルで使われているイラストについて 

このマニュアルで使われているイラストや画面は実際のちのと異なる場合びあります。お客様 
の選択された商品や仕様によって、本体のデヴインび異なる場合びあります。 

ソフトウェアについて 

お客様び選択された商品や仕様によって、インス I -ールされているソフトウェアび異なります。 
このマニュアルで説明されているソフトウェアび、お使いのモデルにインス I -ールされていない 
場合びあります。 

このマニュアルで表記されている名称について 

• 搭載モデル 

このマニュアルでは、特定のモデルにのみ搭載されている機能について説明するとき、 r 搭載モ 
デル」と表記しています。例えば r 地上デジタルチューナー搭載モデル」と書かれているとをは、 
地上デジタルチューナーび搭載されているモデルをお使いの方のみご覧ください。 

• 付属モデル 

このマニュアルでは、特定のモデルにのみ付属している付属品について説明するとさ、 r 付属モ 
デル」と表記しています。例えば ru モコン付属モデル」と書かれているときは、リモコンび付 
属しているモデルをお使いの方のみご覧ください。 

• プ U インス!-ールモデル 

各項目で説明しているソフトウェアびプ U インス!-ールされているモデルです。 

本機にインス I -ールされているソフトウェアを確認するには、別紙 r 主な仕様と付属ソフト 
ウェア」をご覧ください。 

• SSD 

Solid State Drive (内蔵フラッシュメモ U —) のことをさします。 
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「 VA に電子マニュアル」には、取扱説明書(本書)よりさ! 5 に 
詳しい情報が掲載されています。 

[スタート]ボタンをク U ックして、[すべてのプ□グラム]にポインタをあねせ、 [ VAIO 電モマニユア 
ル ( PDF 版)]をクリック！ 


インターネット/メール 

インターネットを始める . 29 

インターネットとは . 29 

インターネットに接続するまでの流れ . 29 

インターネット接続ヴービスの種類 . 30 

インターネット接続に関するお問い合わせ . 31 

ワイヤレス LAN で通信する . 31 

インターネッ S のセキュ U ティについて… …… … ………34 

コンピュータウイルスとは . 34 

コンピュータウイルスへの対策方法 . 34 

ファイアウォール機能について . 35 

その他セキュリティについて . 35 


インスタントモード 

インスタントモードとは . 36 

インスタントモードででさること . 36 

インスタントモードを使巧開始される前に . 36 

インスタントモードを起動するには . 37 

インスタントモードを終了するには . 37 


バックアップ/リカバリ 

リカバリディスクを作成する……… …… …… …… … 38 

U カバ U に使用ずるディスクについて . 38 

U カバ U ディスクを作成するには . 39 

リカイ' i ： リする . 41 

Windows か日 U カバ U する . 41 

Windows び起動しない状態で U カバ U ずる . 43 

本機をお買い上げ時状態に戻す . 44 
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困ったとさは/サービス-サポート 

困ったとさはどラすればいいの？ 

よ<あるトラブ J レと解決方法 

電源/起動 . 

パスワード . 

画面/ディスプレイ . 

文字入力/キーボード . 

スティックポインター . 

八ードディスク /SSD . 

インターネット . 

VAIO 巧の情報を調べる 
保話書とアフターサービス 
その他のサービスとサポート 
付属ソフトウエアのお問いをわせ巧 


汪意事て貝 

注意事項 . 

使用上のごミ主意 . 

お手入れ . 

廃棄時などのデータ消去について 


索引 . 

ソニーが 提供する情報 一覧 
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安全規制について 


電波障喜自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規 
制協議妾 （VCC I ) の基準に基づくクラス B 
情報技術装置です。この装置は、家庭環境で 
使用することを目的としていますび、この装 
置びラジオやテレビジョン受信機に近接して 
使用されると、受信障害を引さ起こすことび 
あります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下 
さい。 

電気通信事業法に基づ<認定について 

本製品は、電気通信事業法に基づく技術基準 
適合認定を受けています。 

瞬時電圧ほ下について 

本装置は、社団法人電子情報技術産業協会の 
定めたパーソナルコンピュータの瞬時電圧低 
下対策規格を満足しております。しかし、本 
規格の基準を上回る瞬時電圧低下に対しては、 
不都合び生じることびあります。 

(社団法人電子情報技術産業協芸のノ くーソナ 
ルコンピュータの瞬時電圧低下対策規格に基 
づく表示） 

ただし、バッテ U 未搭載で AC アダプタを使巧 
している場合は、規定の耐力びないため、ごを 
意ください。 


電波法に基づく認 JiE について 

本機内蔵のワイヤレス LAN カード/ 
Bluetooth カードは、電波法に基づくル電力 
データ通信の無線設備として認証を受けてい 
ます。従って、本製品を使用するとさに無線 
局の免許は必要あ0ません。ただし、下の 
事項を行ラと法律により罰せ5れることがあ 
りまず。 

• 本機巧蔵のワイヤレス LAN カード/ 
Bluetooth カードを分解/改造すること 
• 本禮内蔵のワイヤレス LAN カード/ 
Bluetooth カードに貼5れている証明ラべ 
ルをはびすこと 


電源の遮断について 

AC アダプタは、コンセントの近くでお使い下 
さい。本機をご使用中、不具合び生じた時は 
すぐにコンセントか5プラグを抜を電源を遮 
断して下さい。 
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無線の周波数について 

本製品は 2.4 GHz 帯を使用しています。他の 
無線機器ち同じ周波数を使っていることびあ 
ります。他の無線機器との電波干渉を防止す 
るため、下記事項にま意してご使用ください。 
本製品の使用上のごま意 
本製品の使巧周波数は 2.4 GHz 帯です。この 
周波数帯では電子レンジ等の産業•科学•医 
療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造 
ライン等で使用される免許を要する 移動体識 
別用構内無線局、免許を要しない特定のか電 
力無線局、アマチュア無線局等 (1；( 下 r 他の無 
線局」と略す)び運巧されています。 

1) 本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」び 
運巧されていないことを確認してください。 

2) 万一、本製品と r 他の無線局」との間に電波干渉 
び発生した場合には、速やかに本製品の使用場 
所を変えるか、または機器の運用を停止(電波の 
発射を停止）して < ださい。 

3) 不明な点その他お困りのことび起をたとをは、 
VA にカスタマーリンクまでお問いをわせくだ 
さい。 

この表示のある無線機器は 2.4 GHz 帯を使巧 
しています。変調方式として FH - SS 変調方式 
を採巧し、与干渉距離は20 m です。 

2.4 FH 2 

[ _ ■' 1 _ 1 

この表示のある無線機器は 2.4 GHz 帯を使用 
しています。変調方式として DS - SS 変調方式 
および OFDM 変調ち式を採用し、ち干渉距離 
は40 m です。 

2. 4 DS /0 F 4 


インスタントモードに関ずるお知5せ 

インスタントモードをご使用いただく前に、 
必ず rvAio 電モマニュアル」の「インスタント 
モードソフトウエア使用許諾契約(インスタ 
ントモードに含まれるソフトウエアなどに関 
するお知5せ)」をお読みください。 

お客様によるインスタントモードの使用開始 
をちって、このお知5せの内容をご確認の上、 
ご同意いただいたをのとします。 


著作権について 

• 本機で録画-録音したわのは、個人として 
楽しむなどのほかは、著作権法上、権利をに 
無断では使巧でさません。 

• 著作物の複製および利用にあたっては、そ 
れぞれの著作物の使用許諾条件および著作 
権まを遵守する必要びあります。著作をの 
許巧なく、複製または利用すること、取り込 
んだ映像-画像-音声に変更、切除その他 
の改変を加え、著作物の同一性を損なラこ 
と等は禁じ5れています。 


巧電式■池の収集-リサイクルについて 

リチウムイオン電池は、リサイクルできます。 
不要になった U チウムイオン電池は、金属部に 
toy V ン テープなどの絶縁 テー プを貼って充 
電式電池 U サイクル協力店へお持ちください。 

镑 

Li-ion 

充電式電池の収集- U サイクルおよび U サイ 
クル協力店に関する問いをわせ先：有限責任 
中間法人 」 BRC 
ホームぺージ： 

http :// www . jbrc . net / hp / contents / index . 

html 
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使用済みコンピュータの回収について 

巡 

I 」サイクル 

このマークび表示されているソニー製品は、 
新たな料金負担無しでソニーび回収し、再資 
源化いたします。 

詳細はソニーのホームページ 
http :// vcl . vaio . sony . co . jp / pcrecycle / 

をご参照ください。 

使用済みコンピュータの回収についての 
お問い合わせ 

ソニーパソコン U サイクル受付センター 
電話番号： （0570) 000-369(全国どこから 
でち市内通話料でご利用いただけます。） 
携帯電話や PHS でのご利用は： （03) 
3447-9100 

受付時間：10:00〜17:00让•日 • 祝日およ 
び当社指定の休曰を除く） 

個人-ご家庭のお客様へ 
個人-ご家庭でご使用にな0ましたバイオを 
廃棄する場をは、 rvAio 電子マニュアル」の 
「使用済みコンピュータの回収について」をご 
覧< ださい。 

事業をのお客様へ 

事業で(あるいは、事業ちび)ご使巧になりま 
したバイオを廃棄する場合は、 
http :// vd . vaio . sony . co . jp / pcrecyde / より、 
事業者向けのページをご覧ください。 


この 説明書は、本文にち紙70%し处上の再生紙 
と V0C (揮発性有機化合物)ゼ□植物油型イン 
キを使用しています。 


• 取扱説明書の内容の全部または一部を 
複製すること、および賃貸することを 
禁じます。 

• 本機の保証条件については、同おの当 
社所定の保証書をご参照<ださい。 

• 本機に付属のソフトウてアの使用権に 
ついては、各ソフトウェアのソフト 
ウェア使用許諾契約書をご参照くださ 
い。 

• 本機、および本機に付属のソフトウェ 
アを使用したことによって生じた損害、 
逸失利益および第王者か5のいかなる 
請求等につきましても、当社は、一切そ 
の責任を負いかねます。 

• 本機、および本機に付属のソフトウェ 
アの仕様は、改良のため予告な<変更 
することびあ0ます。 

• 付属のソフトウェアび使用ずるネット 
ワークサービスは、ソニーおよび提供 
者の判断にて中止-中断する場合びあ 
ります。その場合、付属のソフトウェア 
またはその一部の機能びご使用いただ 
けな < なることびあ0ますので、あ5 
かじめご了承くださし、。 

• 本書、または本機に付属のソフトウェ 
アのヘルプ画面等に記載されている機 
能の中には、本機および本機に付属の 
ソフトウェアとの組み合わせ等から生 
じる制限によ0、実現でさないちのび 
含まれていることがあ0ます。あらか 
じめご了承ください。 
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安全のために 


ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されて 
います。しかし、電気製品は間違った使いかた 
をすると、乂災や感電などにより人身事故につ 
なびることびあり危険でず。事故を防ぐため 
に次のことを必ずお守りください。 

安全のためのま意事項を守る 

UTF のま意事項をよくお読み<ださい。製品 
全般のま意事項び記載されています。 

故障した！5使わない 

すぐに VAIO カスタマ ー U ンク修理窓□、また 
は販売店に修理をご依頼ください。 

万一異常が起きた!5 


• 煙び出たら 

•異常な音、においびした5 
• 内部に水、異物び入った5 
•製品を落としたり、キャビネットを破 
損したとを 



〇電源を切る 

〇電源コードや接続ケーブルを扳さ、バッ 
テ1」を取りはずす 


〇 VAIO カスタマーリンク修理窓□、また 
は販売店に点検-修理を依頼する 


データはバックアップをとる 

八ードディスクまたは SSD など、記録媒体の 
記録内容は、バックアップをとつて保存して 
ください。本機の不具合など、何5かの原因 
でデータび消去、破損した場合、いかなる場合 
においてち記録内容の補修や補債については 
致しかねますのでご了承ください。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示 
をしています。表示の内容をよく理解してか 
5本文をお読みください。 

IzL 危険 I 

この表示のを意事項を守5ないと、火災•感 
電-破裂などにより死 t や大けびなどの人身 
事故び生じます。 

この表示のま意事項を守5ないと、火災•感 
電などにより死 t や大けびなどの人身事故に 
つなびることびあります。 

IA 注意 I 

この表示のを意事項を守5ないと、感電やそ 
の他の事故によりけびをしたり周辺の物品に 
損害をちえたりすることびあります。 

ま意を促ず記号 

444 

行為を禁止ずる記号 

0 (S) ® (§) 

禁止分辟禁止かめれ禁止めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 运 

プラグをコン 
指巧セントから巧く 


11 













A 警告 


^\A\ 

火災 感電 


下記のを意事項を守5ないと 
火災•感電などにより死こや 
大けがの原因となります。 


内部をむやみに開けない 

分お禁止 

本機および付属の機器(ケーブルを含む)は、 
むやみに開けたり改造したりずると火災や感 
電の原因となりまず。 


電源コードを傷つけない 



電源コードを傷つけると、火災や感電の原因 
となります。 

• 本機と机や壁などの間にはさみ込んだりし 
ない。 

• 電源〕ードを加工したり、傷つけたりしなし、。 
• 重いものをのせたり、引っ張ったりしなし、 
• 熱器具に近づけたり、加熱したりしない。 

• 電源コードを抜くときは、必ずプラグを 
持って抜く。 


油煙、湯気、湿気、ほこりのをい場所に 
は置かない 

0 

禁止 

上記のよラな場所に置くと、火災や感電の原 
因となります。取扱説明書に記されている使 
用条件政外の環境でのご使用は、火災や感電 
の原因となることびあります。 


内部に水や異物を入れない 


指定の AC アダプタ m がは使用しない 

0 

禁止 

乂災や感電の原因となります。 


落雷のおそれびあるときは本機を使用 
しない 

0 

禁止 

落雷により、感電することびあります。雷び 
予測されるとをは、火がや感電、製品の故障を 
防ぐために電源プラグ、ネットワーク （ LAN ) 
ケーブルを抜いてください。また、雷び鳴0 
出した5、本機には触5ないでください。 


ひざの上で長時間使用しない 



長時間使用すると本機の底面び熱< な0、低 
温やけどの原因となります。 



水めれ禁止 


水や異物が入ると火災や感電の原因となります。 
万一、水や異物び入ったと走は、すぐに電源を 
切り、電源コードや接続ケーブルを损さ、バッ 
テリを取りはずしてください。 
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本機は日本国内専用でず 

指巧 

• 交流10 0 V でお使いください。 

海外などで、異なる電圧で使ラと、火災や感 
電の原因となることがあ0ます。なお 、 AC 
アダプタと電源コードは対応する入力電圧 
び異なる場合びあ0ます。 AC アダプタ • 
電源コードの記載をご確認ください。 

本機は国内専用です。海外で使用すること 
を動作保証するをのではありません。 

• AC アダプタを海が旅行ち用の r 電子式変圧 
器」などに接続しないでください。発熱や 
故障の原因となります。 

• 本機のワイヤレス機能は国内専用です。 

海がで使ラと罰せられることびあります。 


LAN コネクタに指定じ(夕1•のネットワー 
ク （LAN) や電話回線を接続 しない 

0 

禁止 

本機に接続した別売りのディスプレイ /LAN 
アダプターの LAN コネクタに次のネットワー 
ク （ LAN ) や回線を接続すると、コネクタにお 
要 L ツ上の電流び流れ、発熱や火災の原因とな 
ります。 

特に、ホームテレホンやビジネスホンの回線 
には、絶巧に接続しないで < ださい。 

• 1 0 BASE - T 、 100 BASE - TX 、 1000 BASE-T タイ 
プ1ツ外のネットワーク （ LAN ) 

• 一般電話回線 

• ISDN (デジタル)対応公を電話のデジタル 
側のジャック 

• PBX (デジタル式構内交換徽回線 

• ホームテレホンやビジネスホンの回線 
• 上記!;(外の電話回線など 


ウォールマウントプラグアダプタは、 

AC アダプタとコンセントにしっかり 

差し込む 

(ウォールマウントプラグアダプタ付 

属モデル） 

〇 

J 日术 

• ウオールマウントプラグアダプタび AC ア 
ダプタとコンセントの両方にしっか0差し 
込まれていないと、発熱による火災や感電 
の原因となることがあ0ます。 

• ウ オール マウントプラグアダプタは、 
AC100V 用です。 

• ウ オール マウントプラグアダプタを接続し 
て使巧ずる場合は、ディスプレイ/ LAN アダ 
プターを AC アダプタからがしてくださし''。 


ウォールマウントプラグアダプタを他 
の AC アダプタに使用しない 
(ウォールマウントプラグアダプタ付 
属モデル） 

〇 

指71^ 

ウオールマウントプラグアダプタは本機専用 
です。 

本機し^がでは使用しないで < ださし、。 


通電中のディスプレイ画面や通風孔に 
長時間角虫れない 

0 

禁止 

通電中のディスプレイ画面や通風孔に長時間 
皮膚び触れていると低温やけどの原因となる 
ことびあります。 

通電中のディスプレイ画面や通風孔には長時 
間触れないで < ださし、。 
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lA 警告 I 

下記のを意事項を守5ないと、 
医療機器などを誤動作させる 
おそれがあり事故の原因とな 
0ます。 


満員電車の中など混雑した場所ではワ 
イヤレス機能を使用しない 

0 

禁止 

W 旧 ELESS スイッチを rOFF 」 にあわせてくだ 
さい。 

付近にむ臓ペースメーカーを装着されている 
方がいる可能性のある場所では、電波により 
ペースメーカーの動作に影響をちえるおそれ 
びあ0ます。 


む臓ペースメーカーの装着部位か5 
22 cm む内で使用しない 

禁止 

W 旧 ELESS スイッチを rOFF 」 にあわせてくだ 
さい。 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与 
えるおそれびあります。 


航空機の離着陸時には、機内でワイヤ 
レス機能を使用しない 

0 

禁止 

W 旧 ELESS スイッチを 「 OFF 」 にあわせてくだ 
さい。 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原 
因となるおそれびありまず。 

ワイヤレス機能の航空機内でのご利用につい 
ては、ご利巧の航空舍社に使用条件などをご 
確認ください。 


本製品を使用中に他の機器に電波障喜 
などび発生した場合は、ワイヤレス機能 
を使用しない 

0 

禁止 

W 旧 ELESS スイッチを 「 OFF 」 にあわせてくだ 
さい。 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原 
因となるおそれびありまず。 


病院などの医療機関内、医療用電気機 
器のおくではワイヤレス機能を使用し 
ない 

0 

禁止 

W 旧 ELESS スイッチを rOFF 」 にあわせてくだ 
さし)。 

電波び影響を及ぼし、医療用電気機器の誤動 
作による事故の原因となるおそれびあります。 
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lA 警告 I 

下記の注意事項を守！ 5 ないと、健 
康を害ずるおそれがありまず。 


ディスプレイ画面を長時間継続して見 
ない 

0 

禁止 

ディスプレイなどの画面を長時間見続けると、 
目び疲れたり、視力び低下するおそれびあり 
ます。 

ディスプレイ画面を見続けて体の一部に不快 
感や痛みを感じたとをは、すぐに本機の使巧 
をやめて休息してください。万一、休息して 
を不快感や痛みびとれないとさは医師の診雲 
を受けて < ださい。 


キーボー ドやステイックポインターな 
どを使いずざない 

0 

禁止 

キーボードやステイックポインターなどを長 
時間使い続けると、腕や手首び痛 < なったり 
することびおります。 

キーボードやステイックポインターなどを使 
用中、体の一部に不快感や痛みを感じたとを 
は、すぐに本機の使用をやめて休息してくだ 
さい。万一、休息してち不快感や痛みびとれ 
ないとさは医師の診察を受けてください。 

大音量で長時間続けて聞きずざない 

0 

禁止 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続け 
て聞くと、聴力に悪い影誓を与えることびあ 
ります。 

特にへッドホンで聞くとさはごま意ください。 
呼びかけ5れて返事びでさる<5いの音量で 
聞さましよラ。 


IA を意 I 

下記のを意事項を巧らないと、 
けびをしたり周辺の物品に損 
害をちえたりずることびあり 
まず。 


めれた手で電源プラグにさわ6ない 



めれた手で電源プラグの巧さ差しをすると、 
感電の原因となることびあ D ます。 


接続ずるときは電源を切る 

4 

AC アダプタや接続ケーブルを接続するとを 
は、本機や接続する機器の電源を切り、量源 
コードをコンセントか5巧いてください。感 
電の原因となることびあります。 


指定された電源コードや接続ケーブル 
を使ラ 

4 

この説明書に記されている電源コードや接続 
ケーブルを使わないと、感電の原因となるこ 
とびあ0ます。 















電源コードや接続ケーブルを AC アダ 
プタに巻さ付けない 



断線の原因となることがあ0ます。 


通風孔をふさびない 


通風孔をふさぐと内部に熱びこを0、火災の 
原因となることびあ0ます。風通しを良くす 
るために次の項目をお守りください。 

• 壁か 510 cmULL 離して設置する。 

• 密閉されたせまい場所に押し込めない。 

• 毛足の長い敷物（じゅラたんや布団など)の 
上に設置しない。 

• 巧などで包まない。 

• あお向けや横倒し、逆さまにしない。 


通風孔か5の排気に長時間あた5ない 

0 

禁止 

本概をご使用中、その動作状況により通風孔 
か5温風び排出されることびあります。 

この温風に長時間あたると、低温やけどの原 
因となる場をびあります。 


電源び入っている間は通風孔に触れない 

4 

本機の電源び入っている時には、通風孔周辺 
び熱くなります。本機び充分に冷えてか5触 
れるよラを意してくださし、。 


通電中の本機や AC アダプタに長時間 
ふれない 



長時間皮膚びふれたままになっていると、低 
温やけどの原因となりまず。 

また、衣類の上か5でも長時間ふれたままに 
なっていると、低温やけどになる可能性びあ 
りまず。 


本機や AC アダプタを巧や布団などで 
おおつたげ態で使用しない 

0 

禁止 

熱びこちつてケースび変形した0、火災の原 
因となることびあ0ます。 


を定した場所に置< 

0 

禁止 

ぐ5ついた台の上や傾いたところなどに置か 
ないでください。また、横にしたり、ひつくり 
返して置いたりしないでください。落ちたり、 
倒れたりしてけびの原因となることびありま 
す。 


本機の上に柔5ない、重いものを載せ 
ない 

0 

禁止 

壊れたり、落ちたりして、けがの原因となるこ 
とびありまず。 
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お手入れの際は、電源を切って電源プ 
ラグを巧く 

C 

プラグをコン 
セントから巧く 

電源を接続したままお手入れをずると、感電の 
原因となることびあります。 


移動させるとさは、電源コードや接続 
ケーブルを巧く 



接続したまま移動させると電源コードや接続 
ケーブルび傷つき、火災や感電の原因となつ 
たり、接続している機器び落ちたり、倒れたり 
してけびの原因となることびあります。 

また、本機を落とさないよラにごま意くださ 
し、。 


コネクタはきちんと接続ずる 



• コネクタ(接続端子)の内部に金属片を入れ 
ないでください。ピンとピンびショート（短 
絡）して、火災の原因となることびあります。 
• コネクタはまっすぐに差し込んで接続して 
ください。斜めに差し込むとピンとピンび 
ショートして、火災の原因となることびあ 
ります。 

• コネクタに固定用のスプ U ングやネジびあ 
る場合は、それ5で確実に固定して < ださ 
し)。接続不良び防げます。 

長時間使用しないときは電源プラグを 
巧ぐ 

运 

プラグをコン 
セントからおく 

長時間使用しないとをは、安全のため電源プ 
ラグをコンセントか5抜いてください。 


直射日光のあたる場所や熱器具の近く 
に設置-保管しない 

0 

禁止 

内部の温度び上びり、火災の原因となること 
びお0ます。 


液晶画面に衝撃を与えない 

0 

禁止 

重い物をのせたり、落としたりしないでくだ 
さい。 

液晶画面はガラス製のため、強い衝擊を与え 
ると割れて、けびの原因となることびありま 
す。 


ディスプレイパネルの裏側を強く押さ 
ない 

0 

禁止 

液晶画面び割れて、故障やけびの原因となる 
ことびあります。 


本機に強い衝撃を与えない 

0 

禁止 

故障の原因となることびあ0ます。 
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電池についてのまを上のごミ主意 

漏 液、発熱、発义、破裂などを避けるため、下記 
のを意事項を必ずお守りください。 

• 本磯に付属またはソニーび指定する別売り 
の純正ノ くッテ U をご使用ください。 

• 本書に記載する又はソニーび別途指定する 
充電ち法 U (がでバッテ U を充電しないでく 
ださい。 

• 乂の中に入れない。ショートさせた0、分 
解しなし、。 

電モレンジやオーブンで加熱しない。コイ 
ンやへヤーピンなどの金属類と一緒に携帯、 
保管するとショートずることびあります。 

• 火のそばや炎天下などで充電したり、放置 
しない。 

• バッテ U に衝擊を与えない。 

落とすなどして強いショックを与えたり、 
重いちのを載せたり、圧力をかけないでく 
ださい。故障の原因となります。 

• バッテ U か5漏れた液び目に入った場合は、 
をれいな水で洗ったあと、ただちに医師に 
相談してください。 

• 政下のノ くッテ U を使用した場合、本機、バッ 
テリまたは AC アダプターの発熱や発火等 
の事故び発生しましてもソニーは責任を一 
切負いかねます。 

-本磯に付属ずるまたはソニーび指定する 
別売りの純正ノ くッテ U 政外のパ’ッテ U を 
使用した。 

-分解、改造を行ったバッテ U を使用した。 
• 性能び低下したバッテ U を使わない。 

バッテ U 駆動時間び短くなった場合には、 
純正の新しいバッテリと交換してくださし、。 

バッテ U を廃棄する場合は、次のごを意をお 
守りください。 

• 地方自治体の条例などに従ラ。 

• 一般コに混ぜて捨てない。 

または、 U サイクル協力店へお持ちください。 


本機の巧熱についてのごミ主意 


使用中に本機の表面や AC アダプタ、 
バッテリび熱くなることびありまず 

CPU の動作や充電時の電流によって発熱して 
いまずび、故障ではあ0ません。使用してい 
る拡張機器やソフトウエアによって発熱量は 
異なります。 


本機や AC アダプタび普段よりも異常 
に熱くなったときは 

本機の電源を切り、 AC アダプタの電源コード 
を抜き、バッテ U を取りはずしてくださし、。 
次に、 VAIO カスタマ ー U ンク修理窓□に修理 
をご依頼くださし、。 
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本機をセットアップずる 


準備1 

付属品を確かめる 


付属品び足りないとさや破損しているとをは、商品び入っていた箱を捨てる前に VAIO カスタ 
マーリンクまたは販売店にご連絡くださし、。 

お使いの機種により、付属品び異なる場合びあ0ます。本機の主な仕様については、別紙「主な仕 
様と付属ソフトウエア」をご覧くださし、。 

なお、付属品は本機のみで動作保罰されています。 

VA に才ーナーメードモデルをご購入のお客様へ 

お客様び選択された商品によ0仕様び異な0ます。 

お客様び選択された仕様を記載した印刷物ちあわせてご賣ください。 


説明書-その他 

□取扱説明書(本書） 

□まな仕様と付属ソフトウェア 
□保証書 

修理の隙に必要にな0ます。 

□ VA にカルテ 

修理の隙に必要にな0ます。 

□その他•パンフレット類 

大切な情報び記載されている場合びあり 
ます。必ずご覧ください。 

巧•ヒント） 

• 本機に付属のソフトウェアについては、別祇「ま 
な仕様と付属ソフトウェア」をご覧ください。 

• 本徽ま八ードディスクまたは SSD から U カバリす 
ることびでさるため、 U カバ U ディスクは付属し 
ておりません。 

詳しくは r リカバ U する」 (41 ぺージ)をご覧くだ 
さい。 

(ごヒント） 

「3ムタイプ」と r 植毛タイプ」びそれぞれ1つずつ 
付属されています。 


UAC アダフタ 



□電源コード 



付属の電源コードは、 AC 100 V 巧です。 

U バッテリ 



□ 予備用ステイツクポインターキヤツプ (2) 

0白 


が材丄 zr - zl . が錐 


ミ IX 


: HI3 : ムみ K/:Y 


PWRrI 

/((，トミと 


ム—ちわ. k 71 i .4 
\なわ：？だ〇固 


陛£顺が 
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接続する 


バッテリを取り付ける 

停電や誤って AC 電源びはずれ、作業中のデータび失われてしまラことのないよラ、付属のバッテ 
U を取り付けます。 

あ5かじめ「パ'ッテ U についてのごを意」 （68 ページ)をご覧ください。 

バッテ I 」は、し; TF の手順で本体後面のバッテ U 取り付け部に取り付けます。 


液晶ディスプレイを閉じる。 


^バッテリの□ックレバーを内側 （LOCK と反対側）にず5ず。 



3 バッテリと本機が平5になるように、本機の/ (ッテリ取り付け部に 
パッテリをあわせる。 
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4 


バッテリを矢印の方向に差し込む。 


正しく取り付けられると、「カチッ」と音びします。 


バッテリの□ックレバーを外側 （LOCK 側）にず5して、バッテリを固 
定ずる。 


必ずバッテ U の□ックレバーを LOCK にした状態で本機をお使いくださし、。 


インターネット接続用機器につなぐ 

インターネットに接続するには、 ADSL 、 FTTH (光)、 CATV のインターネット回線などのインター 
ネッ 卜接続サービスを利巧する方法や、 ISDN 回線を利用する方法びあ0ます。 

インターネットについて詳しくは、 r インターネットを始める」 （29 ページ)をご覧ください。 


インターネット接続サービスの申し込みち法、料金、必要な機器とその接続方法について詳しくは、契約するイ 
ンターネット接続サービスを提供している接続業者にお問い合わせください。 


巧！:ント） 

ワイヤレス LAN でインターネットに接続する場合は、 「 Windows を準備する」 （25 ぺージ)の手順に従って 
Windows のセットアップを行った後に、ワイヤレス LAN の設定を行ってください。 

詳しくは、 r ワイヤレス LAN で通信する」 （31 ページ)をご覧ください。 

ADSL / FTTH / CATV を利用ずるときは 

ADSL / FTTH /〔 ATV を利用するときは、本機に接続した別売りのディスプレイ/ LAN アダプ 
ターの LAN コネクタに接続します。 


夕 


スブ U ッタ 
汾配器） 
(別売り） 



LAN ケープル 
(別売り） 


電話機 


LAN コネクタに接続するケーブルは、ネット 
ワーク巧、イーサネット （ Ethernet ) 巧などと 
表記されているちのをご使用<ださい。 


が材ム zr - zl . が錐 


ミ IX 


: HI3 : ムみ K/:Y 


PWRrI 

む^ご 


T ち- 4. KY -4 

\なわ：？だ〇固 


陛 W 顺が 


* ADSL の接続例 
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準備 2 接続ずる (つづき) 


ISDN 回線を利用ずるときは 

ISDN 回線を利用ずるときは、本機のも側面または左側面にあるれ USB ) コネクタに接続します。 



USB ヶーカレ 

(別売り） 夕 一= ナルアダプタ 


(■ 百 II ま h 、 



壁の 


□ 0 

吕吕吕 . L 
雑8り 


モジュラ 

ジャックへ 


電話機 


axys ぉ * 

接続する機器によってこの接続例とは異なる焉をびあります。 


電源コードを接続ずる 

本機と壁の AC コンセントを接続しまず。 



電源コードのプラグを AC アダプタに差し込む。 


^ 電源コードのもう一方のプラグを、壁のコンセントに差し込む。 


3 AC アダプタのプラグを、本体左側面の^ DC IN 10.5 V コネクタに 
差し込む。 
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準備 3 

電源を入れる 



2 c !)( パワ ー) スイッチをも側 (> の方向)にず5し、 (!) (パワ ー) ランプび 
点な(グリーン）した5指を放ず。 



本機の電源び入り、しば日くして 「 MkrosoftWindows へようこそ」画面び表示されます。 
「 Windows を準備する」 （25 ぺージ)の手順に従って、 Windows のセツトアップを行つ 
て < ださし、。 


• む(パワー)スイッチをち側 (> の方向）に4砂切上ず5したままにすると、電源び入りません。 

• ディスプレイパネルを閉じた状態で (!)( パワー)スイッチをち側(1>の方向）にずらしてを電源は入りません。 
• 本機の液晶ディスプレイ右上面には磁気を帯びた部品び使用されているため、フ□ッピーディスクなどを 
近づけないで < ださい。 

• 本機の日(ディスク）アクセスランプおよび♦亡こ1(充電)ランプ付近に磁気製品などを近づけると、ディス 
プレイパネルを閉じたときと同じ状態となり、休止状態(お買い上げ時の設風に移行します。本機の近く 
には磁気製品を近づけないよラ、ご注意ください。 
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準備 3 電源を入れる (つづき) 


省電力動作モードについて 

本機は、お買い上げ時の設定では、 AC 電源でご使用中に約30分操作をしないと、自動的に省電力動作モードへ 
移行します(スタンバイ’1)。キーボードのいずれかのキーを巧すか、の(パワー)スイッチ’ 2 をち側 (> の方向）に 
一瞬ずらすと、元の巧態に戻ります。 

また、バッテ U でご使巧中は、スタンバイへ移行後しばらくすると、自動的に本機の電源を切ります(休止状態 
‘〇。元の状態に復帰させるには、の(パワー)スイッチをち側(1>の方向）に一瞬ずらしてください。 

*1 詳しくは、 rvAio 電子マニュアル」をご覧ください。 

*2 の(パワー)スイッチをち側 (> の方向)に4秒切上ずらしたままにするとななされた状態び破棄されますの 
でご注意ください。 


バッテリを上手に使ラには 

本機をバッテ U で使用しているときに、なのよ5なことに気をつけるとバッテ U を長持ちさせる 
ことびで去まず。 

• 液晶ディスプレイの明るさを暗くする 

液晶ディスプレイは、明るくするより暗くした状態で使巧するほラびバッテ U を長持ちさせる 
ことびでさます。 

• 省電力の機能を使ラ 

こまめにスタンバイや休止状態にすることで、バッテリを長持ちさせることびできます。 

また、休止状態の場合は、電源オフか5の起動よりわ早く復帰できます。 

詳しくは、 rvAio 電モマニュアル」をご覧ください。 
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準備 4 

Windows を準備する 


本機を使う前に、 Windows を使うための準備をしましょう。 Windows び使える状態になると、 
本機に付属のソフトウエアやいろいろな機能も使えるようになります。 


電源を入れる。 

むりの一)スイッチをも側 （> の方向）にず日し (23 ぺージ )、 「Microsoft Windows へ 
よラこそ」画面び表示されるまで待ちます。しば5く時間がかかりますび、電源を切5 
ずにそのままお待ちください。 

お* 

途中で電源を切るなどの操作を行ラと、本機の故障の原因となりまず。 


2 「Microsoft Windows へようこそ」画面び表示された5、画面の指示 
に従って Windows の初期設定をずる。 

表示される内容をよく読んで設定してください。 

巧-ヒント） 

• 選択肢を選ぶときは、選択肢の前にある0をク U ックして®にします。 

• 次の設定へ進むには0(次へ)をク U ックします。 

• 「インターネットに接続する方法を指定してください。」または「インターネット接続び選択され 
ませんでした。」画面び表示された場合は、133浩略)をクリックしてください。 

•「 Microsoft にユーザー登録する準備はでをましたか？」画面び表示されたとをは、[いいえ、今回 
はユーザー登録しません]を選択して次の画面に進んでください。 

電源の切0かたについて詳し<は、 r 電源を切るには」 （27 ページ)をご覧ください。 


本機にパスワードなどのセキュリティのための設定を行ラことは、お客様の個人情報やデータを守るための有 
効な手段になります。設定したパスワードの種類によっては、パスワードを忘れると修理(有償)び必要になる 
ことびありますので、必ず六モを取るなどして忘れないよラにしてください。 S 

また、パスワードを辆除するための修理(有償)を行ラ場合には、お客様の本人確認をさせていただく場合びあ 
ります。なお、パスワードの種類によっては修理(有償)でお預かりしてを解除び不可能なちのびありますので 
あらかじめご了承下さい。 

英語配列キーボードをご使用のお客様へ 

本機で英語配列キーボードをお使いの場合、お客様ご自身によるドライバの設定変更び必要です。 

設定変更の手順にっいては「よくあるトラブルと解決方法」の「又字入力/キーボード」にあるの 
キーボードの設定を英語配列用に変更したい。」 （56 ページ)をご覧ください。 

(ごヒント） 

英語配列キーボードかどうかは半角/全角 I 漢字キーの有無で確認でさます。英語配列キーボー问こは、半角 
/全角 I 漢字キーびありません。 つ 与 
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セットアップび終わったら 


ここまでで本機を使う上で必要な準備と操作は、ひと通り終わりました。更にいろいろな作業を 
するためには、引き続きこのあとのページや rvAio 電子マニュアル」をご覧ください。 

□ リカバリディスクを作成してください。 

パーティションを操作するソフトウェアを使用したり、お買い上げ時政外の 0 S をインス!-一 
ルしたりすると、 U カバ U 領域からリカバリでさなくなることびあ0ます。そのよラな場合に 
備え、リカバ U ディスクを作成してください。 

U カノのディスクの作成について詳しくは、「リカバリディスクを作成する」 （38 ぺージ)をご 
覧ください。 

□ Windows Update を実行してください。 

より安定した状態でバイオをお使いいただくために 、 Windows Update を実行してくださし、。 
([スタート]ボタンをクリックして、[すべてのプ n グラム]にポインタをあねせ 、 [Windows 
Update ] をク U ックする。） 


本機をお使いになる際のごま意 

機器の底面付近は熱 < なります。 

低温やけどの原因となることびあるため、長時間これ5の部分に触れないでください。 
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電源を切るには 

電源を切るとさは、必ず巧の手順に従って電源を切ってくだをい。 

巧の手順を行っても電源び切れない場合は、本機のむりの一)スイッチをち側 (> の方向)に4秒 
W 上ず6して電源を切ってください。ただし、この方法で電源を切ると、本機の故障の原因となっ 
たり、作成中、編集中のファイルが使えなくなることがありまず。 

1 [スタート]ボタンをクリックずる。 

スタートメニューび表示されます。 

[終了オプション]をクリックずる。 

「コンピュータの電源を切る」画面び表示されます。 

[電源を切る]をクリックずる。 


しばらくすると本機の電源び自動的に切れ、む(パワー)ランプ(グリーン)び消灯しま 
す。 

液晶ディスプレイを閉じるときは、む(パワー)ランプび消灯したのを確認してから開 
じて < ださい。 


巧とント） 

お買い上げ時の設定では、の(パワー)スイッチをち側 (> の方向)にずらすとスタンバイに移行します。現在作 
業中の状態をメモ U に保持したまま(お買い上げ時の設定)、最低限度必要なデパイス政がの電源を切るため、 
消費電力を節約でをます。 

詳しくは、 rvAio 電モマニュア J レ」の r スタンバイ/休止状態にする」をご覧ください。 
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画面で見るマニュアルの 
使いかた 

「 VAIO 電子マニュアル」には、本書よりも詳しい情報を紹介しています。やりたいことびあるけ 
れど、何をど5すればいいのかわか5ない場合や、トラブルの解決方法を調べる場合などは、 
rvAio 電子マニュアル」をご利用くださし、。 

rvAio 電子マニュアル」は本機にインストールされているため、インターネットに接続していな 
くてを使えます。 

VA に電子マニュアルを表示する 


[スタート]ボタンをクリックして、[ずべてのプ□グラム]にポインタ 
をあわせ、 [ VAIO 電子マニュアル ( PDF 版)]をクリックずる。 

「Adobe Reader 」 ソフトウエアび起動し、 「 VAIO 電子マニュアル」び表示されます。 

(ごヒント） 

「Adobe Reader」 ソフトウエアをはじめて起動したときは、使用許語契約書び表示されるので、画 
面の指あに従って操作してください。 
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インターネット/メール 


インターネットを始める 


インターネットとは 

インターネットは、電話回線などで結ばれたコンピュータ同±びネットワークで結ばれ、全世巧 
のネットワークを相互に接続したをのです。インターネットを利巧することにより、ホームペー 
ジを見た0電子 ールをやり取りすることびでをます。 


インターネットに接続ずるまでの流れ 


手順！ 

接続ずる回線の種類を ミ 夫める 

「インターネット接続サービスの種類」を参考にして、接続する回線を決めます (30 ページ)。 


手順2 

プ□バイダと契約ずる 

手順1で決めた回線のサービスを提供しているプ□バイダを選び、契約します。契約び完了 
すると、プ□バイダからインターネット接続に使用するマニュアルや資料、回線装置などび 
郵送されてさまず。 


手順3 

回線装置などを接続-設定ずる 

プ□バイダか日送5れてきたマニュアルに従って、回線装置などを接続し、必要な設定をし 
ます。 


接続方法や設定方法、使用する機器は接続サービスによって異なります。必ずプ 07( イダから送られて 
をたマニュアルをお読みになり、指示に従って設定を行ってください。 
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手順 4 

(ワイヤレス LAN を使用しない場合) 
本機を接続ずる 

「インターネット接続用機器につなぐ」を 
ご覧になり、本機を接続します (2 1ぺ一 
ジ)。 


手順4 

(ワイヤレス LAN を使用ずる場合） 

本機を設定ずる 

r ワイヤレス LAN で通信ずる」をご覧にな 
り、ワイヤレス LAN に必要な設定をしま 
ず (31 ページ)。 



• はじめてインターネットに接続するとをは、第兰者からコンピュータを守るためのセキュ U テイ対策を必 
ず巧って< ださい。 

• 契約時にクレジットカードび必要になるプ□バイダをあります。 

• 接続料金はプ□バイダにより異なります。 


インターネット接続サービスの種類 

インターネットへの接続手段は複数あり、利用形態に応じて選ぶことびでをます。一般的には、 
通信速度や料金などで選択します。各種接続ヴービスについて詳しくは、プ□バイダにお問い含 
わせください。 


FTTH (光） 

光ファイバーケーブルの回線を使ってインターネットに接続します。 

ビデオ配信サービスなど、高い通信速度をまめ5れるサービスを利巧する場合に適しています。 

CATV インターネット 

ケーブルテレビの回線を使ってインターネットに接続します。通信速度は事業者によって異な0、 
ADSL あるいは FTTH (光)と同程度で接続びでさます。 

すでにケーブルテレビを利用している場合や、利用を検討している場合に適しています。 

ADSL 

一般の電話回線で高速通信-常時接続び巧能な接続方法です。 

FTTH (光)ほどの通信速度はありませんび、料金は比較的安いため、コストと通信速度のバラン 
スび取れた接続方法といえます。 


その他の接続サービス 

• 一般電話回線 

一般の電話回線を使ってインターネットに接続します。通信速度は低いため、電モメールしか 
使わないよラな場合に適していまず。 

• ISDN 

NTT のデジタル回線を使ってインターネットに接続します。 

一般電話回線よ0わ高速ですび、一般電話回線か 5 ISDN 回線への切り誓えび必要です。 
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インターネット接続に関ずるお問い合わせ 

インターネット接続に関するお問い合わせ先は、お客様の知0たい内容によって異なります。 


知りたい内容 

お問い合わせ巧 

プ□バイダ接続情報 

(アカウント名、パスワード、 DNS サーバなど） 

プ□パ’イダ 

メール設定情報 

(メールアドレス、六ールアカウントなど） 

プ□八’イダ 

パソコン側の設定 

VAI 0 カスタマ ー U ンク 


本体前面の WIRELESS スイッチを rON 」 に合わせる。 

ワイヤレス機能び有効になり、 W 旧 ELESS ランプび点灯しまず。 


ワイヤレス機能を選択ずる。 

© デスクトップ画面も下の通知領域にある0、居!または日などの「ワイヤレス 
スイッ升アイ]ンをもクリックし、[「ワイヤレス機能の選択」ダイア□グを表示] 
を選んでク U ックずる。 

「ワイヤレス機能の選巧」画面び表示されます。 

@ご使用になるワイヤレス機能のチェックボックスをクリックしてチェックし、 

[0 のをクリックする。 

選択したワイヤレス機能び有効にな0ます。 


の’ヒント） 

2.4 GHz のワイヤレス LAN のアクセスポイントと接続する場合は、「2.4 GHz ワイヤレス LAN 機能を 
利用する」にチェックして < ださい。 


デスクトツプ画面ち下の通知領域の^または gj アイコンをク 
U ツクずる。 

「ワイヤレスネットワーク接続」画面び表示されます。 


ワイヤレス LAN で通信ずる 

「インターネットに接続するまでの流れ」の手順3まで終了し (29 ページ)、アクセスポイントの電 
源が入っていて動作している状態で行ってください。 

設定について詳しくは、 rVAIO 電モマニュアル」の 「LAN /ワイヤレス LAN 」 と、 Windows のへル ^ 
プをご覧 <ださい。 
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4 


ワイヤレスネットワークに接続ずる。 

© 「ワイヤレスネットワークの選択」の U ストか5接続先のワイヤレス LAN アクセス 
ポイントを選び、[接続]をク U ックする。 

「ワイヤレスネットワークの選択」の U ストに接続先のワイヤレス LAN アクセスポ 
イントび見つからない場合は、「ネットワークのタスク」の[ネットワークの一覧を 
最新の情報に更新]をク U ックしてください。 

③必要に応じて「ネットワークキー」を入力し、[接続]をク U ックする。 


アルフアベットの大文字とル文宇は区別されるので、入力する隙はご注意ください。 
接続されると、選択したワイヤレス LAN アクセスポイントの欄に「接続済别と表 
示されます。 


接続先を新規に作る/切り曾えるには 

接続先を新規に作ったり、ワイヤレス LAN で接続中に他のワイヤレス LAN アクセスポイントに 
接続を切り督えることびでさます。 

詳しくは Windows のヘルプをご覧ください。 


I [スタート]ボタンー[コント□—ルパネル]をクリックずる。 

「コント□ールパネル」画面び表示されます。 

^ [ネットワークとインターネット接続]アイコンをクリックずる。 


^ [ネットワーク接続]アイコンをクリックずる。 

*■ 「ネットワーク接続」画面び表示されます。 

4 [ワイヤレスネットワーク接続]アイコンをちクリックし、[プ□パ 
テイ]をクリックずる。 

「ワイヤレスネットワーク接続のプ□バティ」画面び表示されまず。 


[ワイヤレスネットワーク]タブをクリックずる。 
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「優先ネットワーク」の U ストび表示されまず。 










6 


r 優先ネットワーク j の[追力日]をクリックずる。 

「ワイヤレスネットワークのプ□バティ」画面び表示されまず。 

UTF の設定は、お使いになるアクセスポイントの設定にあわせてください。 


「ネットワーク名 ( SSID ) J を入力ずる。 


8 


「ネットワーク認証 J と r データの暗号化」を設定ずる。 


WPA - PSK 、 WPA 2- PSK や WEP を選択した場合は、悼一は自動的に 
提供される]をクリックしてチェックをはずし、必要な場合は r ネッ \ 
ワークキーを入力ずる。 


10 


[〇のをクリックずる。 

切り誓え先のワイヤレス LAN アクセスポイントに接続ずると、接続されたメッセージ 
び通®領域に表示されます。 


ワイヤレス LAN の通信を終了ずるには 

W 旧 ELESS スイッチを rOFF 」 にあわせます。 

ワイヤレス LAN 機能びオフになり、 W 旧 ELESS ランプび消好します。 


W 旧 ELESS スイッチを rOFF 」 にあわせると、他のワイヤレス機能もすベて終了します。 
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だ為セキユ u テイについて 


コンピュータを安むしてご使用になるために、大切なデータを失わないための対策や、第云ちか 
5コンピュータを守るためのセキュリティについてご紹介いたします。 


コンピュータウイルスとは 

コンピュータウイルスとは、コンピュータに被害をちえるソフトウェアの総称です。何5かの原 
因でコンピュータウイルスび実行される（これを感染と呼びます。）と、ファイルび勝手に消去さ 
れたり内容び改変されたり、保存していた個人情報びインターネットを通じて勝手に送信される 
など、さまざまな被害にあってしまいます。 


コンピュータウイルスへの巧策方法 

攻下の対策をきちんと行うことで、コンピュータウイルスに感染することはほとんどなくなりま 
す。 

□コンピュータウイルス対策用のソフトウェアを使用ずる 

コンピュータウイルス対策用ソフトウェアは、コンピュータ内にコンピュータウイルスびを在し 
ていないか検査して問題びあれば処理したり、開こうとしているファイルびま全かどうかを検査 
して危険な場合は開くのを阻止したりするソフトウェアです。 

本機には、コンピュータウイルス対策用ソフトウェアとして、 r マカフィー- PC セキュ U ティセ 
ンター」ソフトウェアびあ5かじめ搭載されています。 r マカフィー- PC セキュ U ティセンター」 
ソフトウェアを設定して、定期的にウイルス定義ファイルを更新してくださし、。 

□ windows Update を使って Windows を更新ずる 

Windows Update では、新たに発見された欠陥を修正するためのソフトウェアび配巧されてい 
ます。 Windows の欠陥を悪用するコンピュータウイルスは、コンピュータウイルス対策ソフト 
ウェアを使っても対処でをないことびあるため 、 Windows Update で最新の状態を保つよラに 
して < ださし、。 

「 Windows を準備する」 （25 ぺージ)の手順に従ってセットアップすると、自動更新機能び有効 
になります。この状態でインターネットに接続していると 、 Windows Update にて提供される 
プ□グラムの更新を定期的に確認し、自動的にインス!-ールすることびでをます。 


Windows Update にて提供されるドライバの更新はおすすめしません。ドライバの更新をすることにより、 
本機のプリインス I -ール状態の動作に不具合び生じる場合びありまず。ドライバを更新する場合は、 VAIO サ 
ポートページ上で提供されるドライバを適巧してください。 

本機の Windows Update に関する情報は、次の VAIO サポートぺージをご覧くださし、。 
Windows Update 関連情報 

http :// vcl . vaio . sony . co . ip / products / winupdate / index.html 
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ファイアウオール機能について 

ファイアウオール機能は、インターネットに接続しているときに第=をび不正な方法でお使いの 
コンピュータに接続することを阻止する機能です。本機は、 Windows に搭載されているファイ 
アウオール機能に加え、「マカフイー ‘ PC セキュリティセンター」ソフトウエアのファイアウオー 
ル機能を搭載しています。 


ファイアウオール機能を有効にすると、ソフトウェアの一部の機能び使えなくなる場合びあります。詳しくは、 
お使いのソフトウてアのヘルプをご覧<ださい。 


その他セキュリティについて 

セキュ U ティやコンピュータウイルスに関する最新情報および修正プ□グラムを入手すること 
により、より安全な環境でご使用いただけます。 

ソニーでは、セキュ U ティやウイルスに関する最新情報やよくある質問を下記のホームページに 
て提供しております。定期的に最新情報をご確認<ださし、。 

VAIO サポートページウイルス-セキュ U テイ情報 
http :// vcl . vaio . sony . co . jp / notices / security.html 
VAI 0 カスタマーリンクモバイル(お釘]日せ） 
http :// vcl . vaio . sony . co . jp / mobile / 



また、セキュ U ティに関ずるご質問-ご相談につをましては、下記の窓□までお問い合わせ<だ 
さい。 

VAI 0 カスタマーリンクセキュ U ティ専用窓 □ 

電話番号： 0120 -70-8103( フ U —ダイヤル） 

※携帯電話、 PHS 、一 部の IP 電話、海外などか5のご利用は、 

(0466) 30-301 6(通話料お客様負担） 

受付時間 

平日： 9時〜18時 

±曜、日曜、祝日：別き〜17時 

(年中無休） 

年末年始は、±曜、曰曜、祝曰の受付時間となる場合びあります。 
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インスタントモード 


インスタントモードとは 


インスタントモードとは、 Windows を起動しなくても、映像や音楽の視聴、インターネットなど 
を楽しめるモードのことです。 

インスタントモードの起動は、本機の電源び切れている状態、または休止状態で行います。 

使いかたについて詳しくは、インスタントモードを起動した媛に、^ (設定)の[オンラインマ 
二:!アル]を選択して、マニュアルをご覧ください。 


インスタントモードででさること 

本機では、キーボードを使って、 Windows を起動しなくてをおもに次のことびできます。 

•フォトの再生 

八ードディスクまたは SSD 内に保存されている写真（フォト）を閲賣することびでをます。 

• ミュージックの再生 

八ードディスクまたは SSD 内に保存されている音楽ファイルを再生することびできます。 

• ビデオの再生 

八ードディスクまたは SSD 内に保存されている動画（ビデオ）を再生することびでをます。 

• インターネットの閲覧 

インターネットに接続してホームページを閲覧することびでをます。 

• インターネット電話やメッセンジャーでの通信 

インターネット接続を利用して、電話 ( Skvpe ) やメッセンジャーで通信することびできます。 


インスタントモードを使用開始される前に 

必ず rvAio 電モマニュアル」の r インスタントモードソフトウエア使用許諾契約」（インスタント 
モードに含まれるソフトウエアなどに関するお知5せ)をお読みください。 

お客様によるインスタントモードの使用開始をもって、このお知5せの内容をご確認の上、ご同 
意いただいたものとします。 
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インスタントモードを起動ずるには 

Windows を終了または休止状態にしてか日、本体の'；" XMB (ク□スメディの（一 ) ボタンを 
巧します。 



インスタントモードを終了ずるには 

メインメニューの ■(>( ユーヴ ー) で廣源オスまたは [ Windows スタート]を選択します。 

(ごヒント） 

の(パワー)スイッチをち側〇のち向）にずらすか、ディスプレイパネルを閉じても、インスタントモードを終 
了することびでさます。 
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バックアップ/リカバリ 


U カバ U ディスクを作成 
すな 


リカバリに使用ずるディスクについて 


U カバ U では J 」 カバ U ディスクを使用する場含びあります。 U カバ U ディスクは本徽こ付属し 
ていないため、お買い上げ後すぐに作成してください。 


入手方法 

使用目の 

ご自分で作成 

• 八ードディスクまたは SSD のリカバリ領域を使用しないで U カバ 

U する。 

• 八ードディスクまたは SSD の1」カバ1」領域を作成/削除する。 

ご購入(下記参照） 


リカバリディスクのご提供について馆償） 

VAIO カスタマーリンクでは、リカバリディスクを有償にてご提供するヴービスを行っています。 
「マイヴポーター」か5お申し込みいただけます。詳しくは下記のホームページをご覧ください。 
http :// vcl . vaio . sony . cojp / cdromss/rdischtml 
* マイヴポーターからお申し込みいただくには VAI 0 カスタマー登録び必要です。 


• 本機で作成した U カバ U ディスクは本機でのみ使用でをます。他の製品には使用で去ません。 

• 本機で作成したリカバリディスクを使うと、暗号化していない八ードディスクまたは S 犯上のデータを自由 
に操作することびでさます。 

A - ドディスクまたは SSD のデータを保護したい場合は、パスワードを登録したり、八ードディスクまたは 
SSD の暗号化機能を使ラなどして保護してください。 
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リカバリディスクを作成 
ずるには 

リカバリディスクとは、本機をリカバリする 
ための情報を DVD-R などのディスクに書さ出 
したちのです。 rvAio U カバ U ユーティ U 
ティ」を使うと、 U カバ U ディスクび作成でき 
ます。 U カバ U ディスクを用意しておくと、 
本機の八ードディスクまたは SSD 上の U カバ 
U 領域を使わな<てを、 U カバ U することび 
でさます。八ードディスクまたは SSD び破損 
したとさや、 U カバ U 領域を削除してよ〇大 
をな八ードディスクまたは SSD の容量を確保 
したいときに使用します。 

万一の場合に備えて、本機を使用する準備び 
できた日、はじめに、し U 下の手順に従ってリカ 
バリディスクを作成してください。 

皮‘ ヒント） 

ディスクドライブ非搭載モデルをお使いで、ご自分 
で U カバ U ディスクを作成される場合は、別売りの 
外付けドライブび必要です。 


下記のよラな操作を行った場合などに、 A — ドディ 
スクまたは SSD の U カバリ領域の情報を書き換えて 
しまい、八ードディスクまたは SSD のリカバリ領域 
から U カパ U びで去なくなることびありまず。 

• パーティションを操作するソフトウェアを使用 
する 

• お買い上げ時政外の 0 S をインス!-ールする 
• VAIO U カバ U ユーティ U ティを使巧しないで 
从ードディスクまたは SSD をフォー マツ トする 
このよラな焉をは、お客様び作成した U カバ U ディ 
スクによる U カパ U び必要となりますび J 」 カバ U 
ディスクを作成していないと、 U カバ IJ ディスクを 
購入したり、有償による修理び必要となりますので、 
事前に1」カバ U ディスクを作成することをお勧めし 
ます。 


リカバリディスク作成についてのごま意 

• U カバ U ディスクの作成中は、ディスクド 
ライブのイジェクトボタンを押さないでく 
ださい。ディスクの作成に失敗することび 
お0ます。 

• U カバリディスクを作成するときには、口 
ンピュータの管理ち」など、管理ち権限を持 
つユーザーとして□グオンする必要びあり 
ます。 


1 [スタート]ボタンをクリックして、 
[ずべてのプ□グラム] 一 [ VAIO リ 
カバリツール]にポインタをあわ 
せ、 [ VAK ) リカバリユーテイリ 
テイ]をクリックずる。 

r メインメニュー」画面び表示されます。 


2 [リカバリディスクを作成ず别を 
選んでクリックし、 [0 K ] をクリツ 
クずる。 



Q 「リカバリディスク作成ウィザー 
ド」画面び表示されるので、内容を 
よく読んでか S [巧へ]をクリック 
ずる。 

「ディスクの確認」画面び表示されます。 
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4 使用ずるディスクを選択ずる。 

ディスクの種類と必要なディスクの枚数は、 
「ディスクの確認」画面で確認でをます。 

MitfS お • 

• Blu-ray Disc DVD + RW 、 DVD - RW または DVD - 
RAM は U カバ iJ ディスク作成用のディスクとし 
てお使いになれませんのでご注意ください。 

• お使いの機種によっては、 CD - R または CD - RW で 
リカ J く U ディスクを作成でをない場合びありま 
す。その場合は DVD をお使い < ださい。 


に[巧へ]をクリックずる。 

「1」カバ U ディスクの作成」画面び表示されま 
す。 


6 [作成開始]をクリックずる。 

未使用ディスクの挿入を促す六ッセージび表 
示され、 U カバ U ディスクの作成び始まりま 
す。 

の•ヒント） 

U カバ U ディスクの作成び2回目し:!降の場合は、ここ 
で U カバ U ディスクを選択し、希望する U カバ U 
ディスクのみ作成することびでをます。 


7 指示されたディスクをドライブに 
挿入し [0 K ] をクリックずる。 

「1」カバ U ディスクの作成」画面に現在の作成 
状況び表示されます。 

画面の指示に従って操作してください。 

MitfS ぉ * 

• I 」カバ U ディスクの作成状況は、更新されるまで 
しばらく時間びかかる場合びあります。 

• U カバ IJ ディスクの作成中には、ドライブのイ 
ジェクトボタンを巧さないで<ださい。 

ディスクへの書走込みび完了すると、ドライ 
つから h レイび自動的に引さ出されます。 


g デイスク作成完了のメッセージび 
表示されるので、画面の指示に 
従って、ディスク名を油性のフエ 
ルトペンなどでデイスクのレーべ 
ル面(データび記録されていない 
面)に書き&み、 [0 K ] をクリック 
ずる。 

ボールペンなど鋭利なをので文字を書くと記録画を 
傷つける原因となります。 

すべての U カバ U ディスクを作成するまで手 
順7、8を繰0返します。 

I 」カバ I 」ディスクの作成びすべて完了ずると 
メ ッセージび 表示されまず。 


Q [0 K ] をクリックずる。 

これでリカバリディスクの作成は終了です。 
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I 」力八リする 


Windows か5リカバリする 

Windows から U カバ U するには、1处下の手順 
で操作します。 Windows び起動しない場合 
には 「 Windows び起動しない状態でリカバ U 
する」 (43 ページ)をご覧ください。 


1 [スタート]ボタンをクリックして、 
[ずべてのプ□グラム]一 [VAIO リ 
カバリツール]にポインタをあわ 
せ、 [VA にリカバリユーテイリ 
テイ]をクリックずる。 

「メインメニュー」画面び表示されます。 

(ごヒント） 

ru カバ IJ 領域び削除されています」画面び表示され 
た場合は、「本機をお買い上げ時状態に戻す」 (44 
ページ)をご覧ください。 


2 [本機をリカバリずる]を選んでク 

リックし、 [0 のをクリックずる。 


i ■わに王- 

: i 二: 1- S 目 S 埋化て' [ w ] がわルて巧み〇 
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リカ间*円前こ大咖テー9のみ灯)巧行5て巧み。 

リカ间で断で巧® 0. お配巧巧付居5打なる 
ソ7トウ17のみ C す <— 亩のソ7トウ:!巧陆〇。 

BS 宙がイ >1卜 -1 巧做でトウ巧阿1巧；れ巧’ -50 

1巧て巧 S ん，な- " Mom の h の ig モ己でさ3だん。 
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ブリインストー JWD * 至お Badujp Ea ける巧用し口 .、、のアツ 
巧1阿！*る百.りけ灯ツア刀卜りびそ四的を J 面！おし 
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II AIL 畑 ■ 1 が出 ◎ • ■"oTHI ■ が7の ■ 


Q [はい]をクリックずる。 

「リカバ I 」ウイヴード」画面び表示されまず。 


4 内容をよく読んでか S 、[次へ]を 
クリックずる。 

「1」カバ U メニュー」画面び表示されます。 


^ に：ドライブをリカバリずる]を選 
んでクリックし、[巧へ]をクリツ 
クずる。 



「 U カバ U 設定の確認」画面び表示されます。 


6表示された内容をよく読んでか S、 
^ [リカバリ開始]をクリックずる。 

U カバリ開始確認画面び表示されます。 


7 [はい]をクリックずる。 

「1」カノ '：：|」実行中」画面び表示され、 U カバ U 
作業び自動的に開始されます。 

リカバリを中止するとをは、 U カノ'：：|」開始確 
認画面で[いいえ]をクリックし、続いて ru 力 
バ I 」設定の確認」画面で[キャンセル]をク 
リックします。 

巧-ヒント） 

IJ カバ U 作業には、数十分かかる場合びあります。 
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Q IT システムリカバリ」び完了しま 
した。」と表示された S [ OK ] をク 
リックずる。 

「 U カバ U 実行中」画面び表示されます。 


〇 [再起動]をクリックずる。 

本機び再起動します。 


• Windows の□コの画面び表示されてから、 
「Microsoft Windows へようこそ」画面び表示さ 
れるまでにしばらく時間びかかります。そのま 
まお待ちください。途中で電源を切るなどの操 
作を巧ラと、本機の故障の原因となります。 

• 必ず画面の指あに従って操作してください。 


1Q r 本機をセットアップずる」巧 
^ 「 Windows を準備ずる」 （25 ぺ一 
ジ)の手順に従って、 Windows の 
セツトアップを巧う。 


11 IT アプリケーションリカバリ」を 
I 巧いまず」画面が表示された S 、 
[0 K ] をクリックずる。 

自動的にアプ U ケーションソフトウエアの I 」 
カバ U び始まります。 

U カバ U 実行中、ディスクを入れ誓えるメッ 
セージび表示された場合は、指示に従って操 
作してください。 

アプ U ケーションソフトウエアの U カバ U び 
終わると^ッセージび表示されるので、 [0 K ] 
をク U ックして本機を再起動してください。 


10再起動後表示されたインストール 
~開始画面の [0 K ] をクリックずる。 

弓 I き続き、自動的に残りのアプリケーシヨン 
ソフトウエアのセツトアップび始まります。 


1 ^アプリケーションソフトウェアの 
^リカバリび終わるとメッセージが 
表示されるので、[〇のをクリック 
して本機を再起動ずる。 

U カバ U び完了した5、バックアツプデータ 
の復元をしてください。 
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Windows び起動しない 
状態でリカバリずる 

Windows び完全に起動しないときは、似下の 
手順に従って本機を U カバ U します。 

また、 U カバ U ディスクを作成している場合 
には J 」 カバ U ディスクを使巧してリカバリ 
を開始でさまず。 （38 ページ） 


1 本機の電源を入れる。 


2 VA にの□ゴ マークび 表示された 
SF 2 キーを 巧ず。 

聞 0 S セットアップ画面び表示されます。 
BIOS セットアップ画面び表示されない場合 
は、ロキーを数回押してください。 


Q ^またはーキーでに乂け]を選択し、 
表示された画面でに et Default 
Values ] を選択して Enter キーを 
押ず。 

確認画面び表示されるので、 [ Yes ] び選択され 
ている状態で再度 Enter キーを押します。 


4 [Exit Setup ] を選択して Enter 
キーを巧ず。 

確認画面び表示されるので、 [ Yes ] び選択され 
ている状態で再度 Enter キーを押します。 


与 VA にの□コマークが表示された 
6 F 10 キーを巧ず。 

「リカノのウィヴード」画面び表示されます。 

の•ヒント） 

IJ カバ U ディスクでも「リカバ U ウィヴード」を起動 
させることびでをます。 

ディスクドライブ搭載モデルをお使いの場合 
は、まず手順1〜3を行い、ドライブ側面のイ 
ジェクトボタンを巧してドライブに I 」カバリ 
ディスクを入れてください。そのあとに手順 
4を行ってください。 

ディスクドライブ非搭載モデルをお使いの場 
合は、まず別売りの外付けドライブを本機に 
接続してか5手順1〜3を行い、ドライブに U 
カバ U ディスクを入れてください。そのあと 
に手順4を行い、 VAIO の03マークび表示さ 
れた 5 F 11キーを押してください。 


「リカパ U ウィヴード」画面び表おされない場合は、 
手順1からやり直してください。 

何度やり直しても r IJ カバリウィヴード」画面び表示 
されない場合は、「本機をお買い上げ時状態に戻す」 
(44 ページ)をご覧ください。 


6 内容をよく読んでか6、[次へ]を 
クリックずる。 


7 「 Windows か6リカバリずる」 
(41 ページ)の手順4政降の操作を 
巧ラ。 
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本機をお買い上げ時状態 
に戻ず 

本機のすべての八ードディスクまたは SSD の 
内容をお買い上げ時の状態に戻すには、し:(下 
の手順に従って操作します。 I 」カバ I 」領域を 
復元したい場合や、ノ —ティシヨンの構成を 
ちとに戻したい場合ち、この手順を行ってく 
ださい。 


この操作を巧ラと、それ前に八ードディスクまた 
は SSD 上にあったデータは、すべて消えてしまいま 
す。お買い上げ時状態に戻す前に、大切なデータは 
必ずノ 〇ックアップをとってください。 


1 ディスクドライブ非搭載モデルを 
お使いの場合は、ドライブを取り 
付ける。 

ディスクドライブ搭載モデルをお使いの場合 
は、手順2へ進んでください。 


2本機の電源が入っている状態で、 
リカパリディスクをドライブに入 
れる。 


Q [スタート]ボタンー[終了オプ 
シヨン]をクリックして「コン 
ピュータの電源を切る」画面を表 
示し、[電源を切る]をクリックし 
て本機の電源を切る。 


4 30秒ほど待ってか S 本機の電源を 

入れる。 

VAIO の〇づ マークび 表示されたあと、 I 」カバ 
I 」ディスクか5本機び起動し 、 r U カバ U ウィ 
ヴード」画面び表示されます(起動には数分か 
かる 場合び あります)。 

ディスクドライブ非搭載モデルをお使いの場 
合は、 VAIO の03マークび表示された 5 F 1 1 
キーを押してください。再び VAIO の□コ'マー 
クび表示されたあと J 」 カバ U ディスクから 
本機び起動します。 


nj カバ U ウイヴー问画面び表おされない場合は手 
順2からやり直してください。 


内容をよく読んでか5、[巧へ]を 
クリックずる。 

r U カバ U についてのごま意」画面び表示され 
まず。 


6 引き続き内容をよく読んでか S 、 
[次へ]をクリックずる。 

ru カバ U メニュー」画面び表示されます。 


7 [お買い上げ時の状態にリカバリ 
ずる]を選んでクリックし、じ夕へ] 
をクリックずる。 

r U カバ U 設定の確認」画面び表示されます。 


8 表示された内容をよく読んでか6、 
^ [リカバリ開始]をクリックずる。 

I 」カバ I 」開始確認画面び表示されます。 
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9 [はい]をクリックずる。 

「リカバ I 」実行中」画面び表示され、 I 」カバ I 」 
作業び自動的に開始されまず。 

U カバ U を中止するときは、 U カバ U 開始確 
認画面で[いいえ]をクリックし、続いて PJ 力 
バ U 設定の確認」画面で[キャンセル]をク 
U ックします。 


1Q 表示された画面の指示に従ってリ 
^カバリディスクを取り出し、 [0K] 
をクリックずる。 

本機び自動的に再起動しまず。 


11表示された画面の指示に従ってリ 
Iカバリディスクをドライブに入れ、 
[0 のをクリックずる。 

引さ続を U カバリ作業び行われます。 

U カバ U 実行中に、ディスクを取0出す、また 
は入れ誓える;><ッセージび表示された場合は、 
指示に従って操作して<ださい。 

(ごヒント） 

U カパ U 作業には、数十分かかる場合びあります。 


12 IT システムリカバリ」び完了しま 
一 した。」と表示された6画面の指示 
に従ってディスクを取り出し、 

[0 のをクリックずる。 

「 I 」カバ I 」実行中」画面び表示されます。 


1 つ 「Windows か S リカバリずる」 

J (41 ぺージ)の手順9政降の操作を 
行ラ。 
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たとさは/サービス-サポート 


困ったときは S ? 茹ば 


本機操作中に困ったとをや、トラブルび発生したとさは、あわてずに次のいずれかの方法で解ミ夫 
方法をご確認ください。また、メッセージなどび表示されている場合は、お問いをわせ時のために、 
書走留めておいて < ださい。 


1 取扱説明書(本書） 電子 マニュアル 

で調べる ム を調べる 


「よくあるトラブルと解決方法」 
をご覧ください。 (48 ページ） 

パソコンび動作しないとをは、まず取扱説明 
書(本書)をご覧ください。 

パソコンび動作するときは、 rvAio 電モマ 
ニュアル」か5を調べ5れます。 


取扱説明書(本書)より詳しい 
情報が掲載されている rvAio 
電子マニュアル」をご覧くだ 
さい。 （59 ページ） 

(見るには） 

[スタート]ボタンをク U ックして、[すべての 
プ□グラム]にポインタをあわせ、 [VAIO 電子 
マニュアル (PDF 版)]をクリックしてください。 


「ヘルプとサポートセンター」 

をご覧 < ださい。 (59 ページ） 

r ヘルプとサポートセンターを見る」 （59 ペー 
ジ)をご覧ください。 


各ソフトウエアのヘルプをご 
覧< ださい。 （59 ページ） 
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•ros お • 

本マニュアルの「サービス-サポート」の記載内容は、2009年1月時点での情報(予定を含む)です。 
内容は予告なく変更-終了する場合びありまず。ご了承ください。 


) VAI 0 ヴポートぺージ 

^で調べる 

電 i 舌で問い合わせる 



rvAio 電子マニュアル」の 
rvAio ヴポートページで調べ 
る」をご覧ください。 


1〜3のち法でら問題が解巧 
しない場合は、電話でお問い合 
わせ < ださい。 


http :// vcLvaio . sony . co . Jp / 

インターネットに接続できるときは、 rvAio 
ヴポートぺージ」で、トラブルの解決方法や疑 
問の解消に役立つ最新の情報を調べ5れます。 



□ VAI0 の使いかたに関ずるお問い合わせ 

VAI 0 に関する使いかたなどのお問い合わせ 
は、 VAI 0 カスタマ ー U ンク r 使い方相談窓□」 
で承ります。 

電話番号や営業時間など詳しくは、 「 VA の電 
テマニュアル」の r 電話で問し''含わせる」をご 
覧ください。 


□ソフトウェアに関ずるお問い合わせ 

本機に付属のソフトウてアの場合、 「 VAI 0 電 
モマニュアル」の r 付属ソフトウェアのお問い 
合わせ先」をご覧のラえ、各ソフトウェアのお 
問いをわせ先にお問い合わせください。 

本機に付属していないソフトウェアの場合、 
それぞれのソフトウエアメーカーにお問い合 
わせくださし、。 
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ii トラブルと解決ち法 


電源/起動 


Q 電源び入らなし^。仍(パワ ー) ランプ(グ U - ン）び点口しないとき) 

次の点を確認した上で、それぞれの操作をしてください。 


田バッテ U び正しく装着されているか確認してください。 （20 ぺージ) 


囚本機と AC アダプタ、 AC アダプタと電源コード、電源コードとコンセントびそれぞれしっかり 
つなびっているか確認してください。 （22 ページ） 

ウオールマウントプラグアダプタをご使用の場合は、ウオールマウントプラグアダプタと 
AC アダプタ、ウオール7ウントプラグアダプタとコンセントびそれぞれしっかり差し込ま 
れているか確認してください。（ウオールマウントプラグアダプタ付属モデル） 


凸バッテ U の残量がまったく無い可能性びあります。 

バッテ U の充電については 「 VAIO 電子マニュアル」をご覧くださし、 


田通常の操作で電源を切5なかった場合、プ□グラムの異常で、電源を制御するコント□ーラ 
び停止している可能性びあります。 

AC アダプタとバッテ U をはずして]分ほど待ってから取り付け直し、再度電源を入れてくだ 
さい。 


凸寒い戸外か日暖かい屋内に持ち込んだり、湿度の高い場所で使用した場合は、本機内部に結 
露び生じている巧能性びあります。 

その場をは、1時間ほど待ってから電源を入れ直してください。 

湿度の高い場所 (80 %拟上)でのご使用は、本機の故障の原因となりますのでおやめください。 


囚上記の操作を巧っても本機び起動しない場合は、 VA のカスタマーリンクにご相談ください。 


Q 電源が入らない、またはむ(パワー)スイッチが劾かない。（充電ランプがすば 
やく点滅している） 

田バッテ U び正しく装着されていない可能性があります。 

いったんバッテ U を取りはずしてか5、再度正しく装着し直してください。 （2 日ページ） 


田上記の操作を行ってち電源び入 b ない、またはの(パワー)スイッチび効かない場をは、装着 
されているバッテ U は本機では使用できません。 

バッテ U を取りはずしてください。 



Q 電源を入れると、 (!) (パワー)ランプ(グ U —ン）は点灯するげ、画面に何ち 
表示されない。 


田外部ディスプレイに表示び切り誓えられている可能性びあります。 
Fn キーを押しなびら、 F 7 キーを押して表示を切り替えてくださし、 


□ しばらく様子を見ても画面に何も表おされないとさは、次の手順で操作してください。 

①本磯の *( パワー)スイッチをも側 （> の方向）に4秒！;!上ず5したままにし、 C ! X パワー)ラ 
ンプび消打するのを確認してから、再度電源を入れ直す。 

③上記の操作を行っても何も表示されない場をは、本磯のと)(パワー)スイッチをち側 (> の 
方向）に4砂攻上ずらしたままにし、パワー)ランプび消打するのを確認したあと 、 AC 
アダプタとバッテリをはずして1分ほど待ってか5取り付け直し、再度電源を入れ直ず。 


田寧い戸がから隱かい屋内に持ち込んだり、湿度の高い場所で使用した場合は、本機内部に結 
露び生じている可能性びあります。 

その場合は、1時間ほど待ってから電源を入れ直してください。 

湿度の高い場所 (80 %政上)でのご使用は、本機の故障の原因となりますのでおやめくださ 
し、 


田 USB 機器などの周辺機器び接続されているときは、取りはずしてください。 


Q 電源が切れない。 

電源び切れないとさの状況によって対処方法び異なります。次の点を確認した上で、それぞれの 
操作をしてください。 


田使用中のソフトウェアは、次のいずれかの手順ですベて終了して<ださい。 

• ソフトウェア画面上の [X] (閉じるボタン）をク U ックずる。 

• Alt キーを押しなびら F 4 キーを巧し、起動中のソフトウェアを終了させる。 

データび未保存の場をは、 r 保存しまずか？」という;ッセージび表示されるので、[はし'!] 
をク IJ ックしてデータを保存してください。 

「コンピュータの電源を切る」画面び表おされるまで Alt キーを巧しなび 5 F 4 キーを巧し、 
画面上の[電源を切る]をク U ックしてください。 

巧•ヒント） 

• 新しくインス!-ールしたプ□グラムやデータ、その操作などを確認してください。 

• Windows XP は、周辺機器を使巧している場合やネットワーク通信を行っている間は、電源び切 
れない仕組みになっています。また、周辺機器のデバイスドライバによっては、 OS の強制的なプ 
□グラムの終了に対応していないちのわあります。 


田 USB 機器などの周辺機器び接続されているときは、取りはずしてください。 
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田「設定を保をしていまず」または 「 Windows をシトツトダウンしています」と表示されたまま 
動かない場合は、次の手順で操作をしてください。 

の Enter キーを巧す。 

確認のためしばら<お待ち<ださい。 

③それでち電源び切れない場をは、 Ctrl キーと Alt キーを押しなびら Delete キーを押す。 
確認のためしばら < お待ち < ださい。 


凸「電源び切れない。」項目内のすべての操作を行ってち電源び切れない場合には、 L ツ下の操作 
を行ってください。 

ただし、政下の操作を行ラと、作業中のデータび破壊されるおそれびあります。 

また、ネットワークを使用している場合には、それらを使用していない状態にしてから UTF 
の操作を行ラよラにしてください。 

• Ctrl キーと Alt キーを巧しなび bDelete キーを巧し、 [Windows タスク7ネージャ」画面 
を表おさせ、「シャットダウン」メニューをク U ックし、[コンピュータの電源を切る]をク 
U ックする。 

• 本機のの(パワー)スイッチをも側 (> の方向）に4秒政上ずらしたままにする。 

• AC アダプタとバッテリをはずす。 


Q 電源び聴手に切れた。 


凸バッテ U で本機を使用中にバッテ U の残量びわずかになると、自動的に休止状態になり、電 
源び自動的に切れます。 

AC アダプタで使用するか、パ’ッテ1」を充電してください。 


Q 「この U チャージャブルバッテ U - パックは使用できないか、正しく装着 
されていない可能性びあります。」といラメッセージが表示され、休止状 

態に移行してしまラ。 


凸バッテ U び正しく装着されていない可能性びあります。 

本機の電源び切れたあと、いったんバッテ U を取りはずしてから、再度正しく装着し直して 
ください。 （20 ページ） 


田上記の操作を行ってち同様の^ッセージび表示される場をは、装着されているバッテ U は本 
磯では使用でをません。 

システムに異常びあります。本磯の電源び切れたあと、バッテ U を取りはずし、純正の新し 
し W くッテ U と交換してください。 
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Q 電源を入れるとメツセージび表示され、 Windows び起動できない。 


日 「No System disk or disk error. Replace and press any key when ready」 や 「Invalid 
system disk. Replace the disk, and then press any key」、「BOOTMGR is missing. Press 
Ctrl+Alt+Del to restart」 といラ><ッセージび表示される場合、フ□ッピーディスクび USB 
フ□ッピーディスクドライブに入っていないか確認してください。 

フ□ッピーディスクび入っているときは、イジェクトボタンを巧してディスクを取り出し、 
キーボードのいずれかのキーを押して<ださい。 


田 「Operating System Not Found」 と表示される場合は、 USB 機器の接続状態について確認し 
て < ださい。 

• USB 接続のフ□ッピーディスクドライブや CD/DVD ドライブに、起動ディスク政がの 
ディスクび入っている場をは、イジェクトボタンを押してディスクを取り出してから、 

Ctrl キーと Alt キーを押しなびら Delete キーを押して本機を再起動してください。 

• 八ードディスクドライプまたはフラッシュメモ U —などの起動可能な USB 機器び接続さ 
れている場合は、いったん USB 機器を取りはずしてから、 Ctrl キーと Alt キーを押しなびら 
Delete キーを押して本機を再起動して < ださい。 

再起動してもこのメッセージび表示され、 Windows び起動しない場合は、指定された方法し U 
外のやりかたでパーティションサイズを変更している可能性びあります。八ードディスク 
または SSD 内の U カバ U 機能や自作のリカバ U ディスクを使って、パーティションサイズを 
変更し、本機を U カバリしてください。 

パーティションサイズの変更については、 rVAIO 電子マニュアル」をご覧ください。 


□ パワーオン•パスワードまたは八ードディスク•パスワードを3回間違えて入力すると、 「Enter 
Onetime Password」 または 「System Disabled」 と表示され Windows び起動しません。 

本機のの(パワー)スイッチをも側 (> の方向）に4秒政上ず5したままにして、の(パワー)ラン 
プびミ肖灯するか確認してください。 

その後、再度本磯の電源を入れ、正しいノ f スワードを入力してください。 

パスワードを入力する隙は、面 (Num Lock) ランプや面に aps Lock) ランプび点灯していな 
いか確認してください。点灯している場合は、 Fn キーを押しなびら Num Lk キーを押すか、 
または Shift キーを巧しなびら Caps Lock キーを押してランプを消灯させてから入力してく 
ださい。 


Q 電源を入れても Windows が起動しない。 


田 「Windows び起動しない状態でリカバ U する」 （43 ぺージ)の手順に従って操作してください。 
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Q 充電ランプの表示について知 0 たい。 


囚バッテ U の動作状態によ0、充電ランプの表示び異なります。 

詳しくは、 rvAio 電子マニュアル」の「バッテ U の充電/表示の見かた」をご覧くださし、。 


Q 長時間 AC アダプタを接続してち、充電ランプが消えない。(バッテ U が完全 
に充電されない） 


田バッテ U - パック ( VGP - BPS 15、 VGP - BPL 15) は、約15む UTF では、充電時の最大充電容量を 
約80 %に制限します。この場を、充電容量び約80 %に達してち、充電ランプは点灯したまま 
です。 


パスワード 


Q Windows XP のユーヴーアカウントのパスワードを忘れてしまった。 


田パスワードの大文字とル文字は区別されます。確認してから入力し直してください。 


凸パスワードを忘れてしまったユーヴーな外に、ロンピュータの管理者」アカウントなど、管 
理ち権限をもつユーザーび作成されている場合、別の「コンピュータの管理者」アカウントか 
5パスワードの変更を巧って < ださい。 


田パスワードを忘れてしまったユーヴー政外に、ロンピュータの管理者」アカウントなど、管 
理ち権限をもつユーヴーび作成されていない場を、 Windows をセーフモードで起動して 
「 Administrato 「(ユーザー名)」で□グオンし、パスワードを忘れてしまったユーヴーのパス 
ワードを変更することび巧能です。 


Q パワーオン•パスワードを忘れてしまった。 


凸パスワードを忘れると、起動することびでさなくなります。 

• ユーヴーパスワードの場合 

マシンパスワードを入力することで、 BIOS セットアップ画面か 5 ユーザーパスワードを 
再設定することびでをます。 

• マシンパスワードの場を 

パスワード設定を解除することはできません。修理(有償)が必要となります。 

VAI 0 カスタマー U ンクにご連絡ください。 
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Q 八ードディスク•パスワードを忘れてしまった。 


田パスワードを忘れると、起動や八ードディスクまたは SSD 内のデータ使用びでさなくなりま 
す。 

• ユーヴーパスワードの場台 

マスターパスワードを入力することで、 BIOS セットアップ画面か日ユーヴーパスワード 
を再設定することびでをまず。 

ユーヴーパスワードを再設定しない限り、八ードディスクまたは SSD 内のデータを使用で 
さなくなり、八ードディスクまたは SSD のデータを U カバ U することちでさません。 

また、本機を起動することもできなくなり 、 CD / DVD ドライブなど、他のドライプから起 
動することちでさません。 

• マスターパスワードの場を 

パスワード設定を辭除することびでさなくなります。 

八ードディスクまたは SSD の交換修理(有償)び必要となり、その場合八ードディスクまた 
は SSD 巧のデータはすべて失われます。 


画面/ディスプレイ 


Q 画面に何ち表示されない。 


□ 本機の電源び入っているか確認してください。 


□ ディスプレイの電源び切れている場合びあります。 

スティックポインターに細れるか、キーボードのいずれかのキーを押して< ださし、。 


田外部ディスプレイに表示び切り替えられている巧能性びあります。 
Fn キーを押しなびら、 F 7 キーを押して表示を切り替えてくださし、。 


□ 本機は、お買い上げ時の設定では、 AC 電源でご使用中に約30分操作をしないと、自動的に省 
電力動作モードへ移行します(スタンバイ）。 

キーボードのいずれかのキーを巧すか、の(パワー)スイッチをち側 (> の方向）に一瞬ずらす 
と、元の状態に戻ります。 

また、バッテ U でご使用中は、スタンバイへ移行後しばらくすると、自動的に本磯の電源を切 
りまず(休止状態)。元の状態に復帰させるには、の(パワー)スイッチをち側(1>の方向）に一 
瞬ず5して < ださい。 

ご使用中に省電力動作モードへ移行しないよラに設定することもでさます。 
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囚しばらく様テを見ても画面に何も表示されないときは、次の手順で操作してください。 

①本機のの(パワー)スイッチをち側 (> の方向）に4砂し^上ずらしたままにし、の(パワー)ラ 
ンプび消灯するのを確認してから、再度電源を入れ直す。 

© 上記の操作を巧っても何も表示されない場合は、本機の CM パワー)スイッチをち側 (> の 
方向）にがふ似上ず5したままにし、む(パワ ー) ランプび消口するのを確認したあと、 A 〔 
アダプタとバッテ U をはずして1分ほど待ってか日取り付け直し、再度電源を入れ直す。 


Q 画面げ固まって、ポインタやウインドウなどすベてのちのが動かない。 


囚なの手順で本機を再起動させてください。 

① Ctrl キーと Alt キーを 巧しなび SDelete キーを 巧す。 

[ Windows タスク7ネージャ」画面び表示されまず。 

[ Windows タスクマネージャ」画面に、「応答なし」と表示されているソフトウェアびあ 
れば、そのソフトウェアを選択し、[タスクの終了]をク1」ックしてソフトウェアを終了 
させてください。 

® [ Windows タスクマネージャ」画面の[シャットダウン];><ニューか5[コンピュータの 
電源を切る]をク U ックずる。 

本機の電源び切れたあと、約3日秒後に本機の (!) (パワー)スイッチをち側 (> の方向）にず 
5して、再び電源を入れて < ださい。 

上記の操作を行ってち本磯を再起動でをない場合は、本機の* (パワー)スイッチをち側 (> の 
方向）に4がん U 上ず5して電源を切ってください。電源び切れると (!)( パワー)ランプび消打 
します。の(パワー)ランプ(グ U - ン)び点口した場合は、いったん手を離し、再びの(パワー） 
スイッチをち側(1>の方向）に4秒し^上ずらして電源を切ってください。 


上言己の操作を行うと、作成中のファイルや編集中のファイルび使えなくなることびあります。 
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文子入力/キーボード 


Q キーボードを押したとお0に文字が入力でさない。 


田入カモードを確認してください。 

日本語入カモードと英字入カモードがあります。 

言語バーのアイコンび日本語入カモードのとをは r あ」に、 


■圆 诚 

英字入カモードのとさは 「 A 」 になってしほす。 


^8国^^^ 

日本語入カモードと英字入カモー问ま、半角/全角キーで切り替えられます。 


曰固 (Caps Lock ) ランプび点口していないか確認してください。 

面に aps Lock ) ランプび点灯していると、 Shift キーを押さなくても大文字び入力されます。 
Shift キーを押しなび bCaps Lock キーを押してランプを消灯させてか5入力してくださし、 

田田 (Num Lock ) ランプび点打していないか確認してください。 

U 、 l 、 OJ 、 K 丄、 M 、@ などの文字び入力できない場合は 、 Num Lock (ナム□ック）び有効に 
なっている場合びあ0ます。 

点灯している場合は、 Fn キーを巧しなび 5 Num Lk キーを押してランプを消灯させてから入 
力して < ださし、。 


□ 英語配列キーボードをお使いの場をは、 Alt キーを押しなびら [’] キーを巧すと、日本語入力 
モードと英字入カモードを切り誓えることびできます。 
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Q キーボードの設定を英語配列用に変更したい。 


凸次の手順でドライバの設定を変更して<ださし、。 

なお、この操作は r コンピュータの管理者」など、管理ち権限を持つユーヴーとして□グオン 
してから行ってください。 


• 起動中の他のソフトウェアを終了させて<ださい。 

• ソフトウェアによって使用ちまなどび蜜わる場合びありまず。 

これについてはサポートでさない場合びありまず。 

• ここに記載する手順は他国語対応の 0 S やソフトウェアを使用できるようにするをのではありま 
せん。 

• MS - IME 使巧上のちなご注意点 
- IME の起動-終了操作は [ A 怕 + ['] となります。 

-□ーマ字入力/かな入力の切曽えを [ A 怕+ [ひらびな]ではでさません。 

ツール/ぐ一から設定してください。 

-無蜜換キーびありませんので、かな、英数の各トグル変換はできません。 

-変換キーびありませんので、曰本語入力時の変操はスペースキーをご使用ください。 

①[スタート]ボタンー[コント□—ルノてネル]をク U ックする。 

「コント□ールパネル」画面び表示されます。 

® [パフオーマンスとメンテナンス]アイコンをク U ックずる。 

⑤ [システム]アイコンをク U ックする。 

® [八ードウ ェア] タブの[デバイスマネージャ]をク U ックする。 

感キーボードの項目で [101/1 02英語キーボードまたは IVHcroso 行 Natural PS /2 キーボー 
问をダブルク U ックする。 

⑥ 表おされたプ□パティ画面で[ドライバ]タブの[ドライバの更新]をク1」ックする。 

③[いいえ、今回は接続しません]を選択した状態で、[次へ]をク U ックする。 

⑥[一覽または特定の場所からインス I -- ルする]を選択した状態で、[次へ]をク U ックする。 
@ [検索しないで、インストールするドライバを選択する]を選択した状態で、[次へ]をク U ッ 
クする。 

@ [互換性のある八ードウェアを表示]のチェックをはずず。 

⑩表おされた一覧の中から、製造元として[(標準キーボード)]、モデルとして [101/1 02英 
語キーボードまたは Microsoft Natural PS /2 キーボー円の順に選択し、[次へ]をク 
1」ックする。 

[デバイスのインストールの確認]び表おされることびありますび、その隙は[はい]をク 
1」ックして<ださし、。 

⑩[八ードウェアの更新ウィザードの完了]と表示された5、院了]をク U ックする。 

⑩「1日 VI 02英語キーボードまたは Microsoft Natural PS /2 キーボードのプ□パティ」で 
[閉じる]をクリックする。 

@「システム設定の変更」が表示されるので、[はい]をク U ックして再起動する。 
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ステイックホインター 


Q 

スティックポインターび使えない。 


田スティックポインターび無効になっています。 

スティックポインターの設定を変更し、スティックポインターを有効にしてください。詳し 
くは、 rvAio 電子マニュアル」の「スティックポインターの応用操作」をご覧ください。 

設定を変更してもスティックポインターび有効にならない場合は、本機を再起動してください。 


□ スティックポインターのプレスセレクト機能の設定を確認してください。 

詳しくは、 「 VAIO 電子マニュアル」の r スティックポインターの応用操作」をご覧ください。 

Q 

ポインタび動かない。 


田使用しているアプリケーションによっては、一時的にポインタび動きにくくなる場合びあり 
ます。 

しば5 く待ってから、も引度ポインタを動かしてください。 

それでもポインタび動かない場合は、次の手順で本機の電源を切ってください。 

© 〔がキーと AI 件一対甲しなび bDelete キー封甲して、 「 Windows タスクマネージャ」を 
表示させる。 

@ Alt キーを押しなびら U キーを押してから、 t キーまたは i キーを巧して[コンピュータ 
の電源を切る]または[再起動]を選び、 Enter キーを巧す。 

それでも何も起こらないとをは、本磯のの（パワー)スイッチをち側〇の方向）に4砂し U 上ず 
らして電源を切ってください。 

Q 

画面上のずべてのをのび動かない。 


□ 次の手順で本機を再起動してください。 

© Ctrl キーと Alt キーを巧しなび ^ Delete キーを巧して、 「 Windows タスクマネージャ」を 
表示させる。 

③ Alt キーを巧しなびら U キーを巧してか5、 T キーまたは i キーを押して[コンピュータ 
の電源を切る]を選び、 Enter キーを巧す。 

それでも何も起こ日ないときは、本磯の （!） （パワー)スイッチをち側〇の方向）に4秒し U 上ず 
らして電源を切つてください。 
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八ードディスク /SSD 


Q 誤って八ードディスクまたは SSD を初期化してしまった。 


田八ードディスクまたは SSD にあったファイルは、復元できません。 

八ードディスクまたは SSD 内の U カバ U 機能や、ご自分で作成したリカバ U ディスクを使っ 
て、本磯をリカバ U する必要びあります。 (4] ページ） 


インターネット 


Q インターネットに接続でさない。 


□ プ□バイダとの契約を確認してください。 

インターネット接続するには、プ□バイダと契約する必要びあります。 


囚機器の接続や設定を確認してください。 

契約したプ□バイダにより、機器の接続や設定方法が異なります。プ□バイダから支給され 
るマニュアルをよくお読みになり、機器の接続や設定を行ってください。 

本機と LAN ケーブルの接続について詳しくは、「インターネット接続用機器につなぐ」 （21 
ページ)をご覧ください。 


田詳しくは、 「 VAIO 電子マニュアル」の「よくあるトラプルと解決方法：インターネット接続」 
をご覧ください。 


Q ワイヤレス LAN び使えない。 


田詳しくは、 「 VAIO 電子マニュアル」の「よくあるトラブルと解決方法： LAN /ワイヤレス 
LAN 」 をご覧ください。 
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VAIO 内の情報を調べる 


rvAio 電子マニュアル」を見る 

基本的な使いかたやよ<あるトラブルの解決方法などび記載されています。 

rvAio 電モマニュアル」を起動するには、[スタート]ボタンをク I 」ックして、[すべてのプ□グラ 

ム]にポインタをあわせ、 [VAIO 電子マニュアル (PDF 版)]をク U ックします。 


ヘルプとサポートセンターを見る 

[スタート]ボタンをクリックして[ヘルプとサポート]をク U ックすると、「ヘルプとサポートセン 
ター」び表示されます。 

ヘルプとヴポートセンターでは、 Windows に関するヘルプの参照と、各種ヴポートツールを実 
行でをます。 


各ソフトウェアのヘルプを見る 

本磯に付属しているソフトウェアにもヘルプび添付されています。 

(ごヒント） 

ヘルプとは、ソフトウェアの操作についてねからなくなったときに、デスクトップ画面上でその解決方をにつ 
いての情報を検索して、表示ずる機能のことです。 
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保証書と アフターサービス 


保証書について 

• この製品は保証書び添付されていますので、お買い上げの際、お買い上げ店からお受け取りく 
ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をご確認いただを、大切に保をしてください。 


アフターサービスについて 
保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 

ただし、保証期間内であってを、有料修理とさせていただく場合びございます。詳しくは保証書 
をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望によ0有料で修理させていたださます。 

修理について 

当社ではパーソナルコンピューターの修理は引取修理を行っています。当社指定業者びお客様 
宅に修理機器をお引き取りに伺い、修理完了後にお届けします。詳しくは、 rvAio 電子マニュア 
ル」の r 修理を依頼されるとさは」をご覧ください。 

部品の保有期間について 

当社ではパーソナルコンピューターの補修巧性能部品(製品の機能を維持するために必要な部 
品)を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理巧能の期間とさせてい 
ただをます。 
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その他のサービスとヴ ホー ト 


VAIO ヴポートページで調べる 

VAIO サポートページなどについて詳しくは、 rVAIO 電モマニュアル」の 「 VAIO サポートページで 
調べる」をご覧ください。 

電話で問い合わせる 

詳しくは、 「 VAIO 電モマニュアル」の r 電話で問いをわせる」をご覧くださし、。 

r 使い方相談」のサポートに関するお知 S せ 

VAIO カスタマー U ンク「使い方相談窓口」では、 VAIO に関する技術的なお問い合わせを電話で 
承ってお0ます。 

r 使い方相談窓□」のサポート体制について 

VAIO カスタマー登歸びお済みのお客様に、 VAIO ご購入日か引年間は、使いかたの相談や技術的 
なお問い合わせのサポートを無料でご提供してお0ます。 

また、それし义のお客様(登録びお済みでないお客様や、ご登録びお済みで VAIO ご購入曰か52年 
目降のお客撒には、使いかたの相談や技術的なお問い合わせのサポートをご利用いただける 
rvAio ヴポートチケット」（有料)をご用意しております。 

なお、 VAIO カスタマーリンク「使い方相談窓口」のフ IJ - ダイヤルをご利用になるには、 VAIO カスタ 
マー登録び必要です。 


• VA にご購入日とは、 VAIO 本体に付属の保証書に記載されている r お買上げ日」となりまず。 VAIO カスタマー 
登録の隙にご入力 < ださい。 

• VAIO 〕ー ルバック予約サービスも上記のサポート体制に含まれます。 

• サポート対象製品は、 VAIO 本体、 VAIO 本体に付属の 0 S およびソニー製ソフトウエア、一部の VAIO アクセヴ 
U —です。 

• 携帯電話、 PHS 、 一部の IP 電話、海がなどからは、フ U —ダイヤルはご利巧いただけません。 




r 使い方相談窓□」 

r 使い方相談窓 HU 



フリーダイヤルご利用 

無料サポート 

VA に購入後 1 年間 

カスタマー登録あり 

〇 

〇 

カスタマー登録なし 

X 

X 

VAIO 購入後 2 年目 L ソ降 

カスタマー登録あり 

〇 

X 

カスタマー登録なし 

X 

X 
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□ VA にサポートチケットについて 
チケット料金 

•1 回チケット2,100円(税込） 

•3 回チケット5,250円(税込） 

※チケット有効期間は、チケット購入曰から1年間です。 

※使い方相談の1案件につを、1回とカウントさせていただをます。1度のお電話のお問い合わ 
せでわ、異なる複数のご賢問をいただいた場合は、ご質問数のチケットび必要となります。 

チケット購入方法 

• クレジットカードでのお支払いとな0ます。 

お電話でお問い合わせいただいた際に、音声ガイダンスに従って、クレジットカード番号と有 
効期限を入力していただをます。 

※ご利用いただける力ード尝社は 、 VISA / MasterCard / JCB / AMERICAN EXPRESS / 
ダイナースです。 

なお、」 CB カードにつをましては、3回チケットのご購入にはご利用いただけません。 

詳しくは下記のホームページをご覧ください。 

VAIO ヴポートページ r 使い方相談」ヴポートご利用規約 
http :// vcl . vaio . sony . co . jp / supinfo / terms.html 

メールで問い含わせる/ FAX で取り寄せる 

詳し<は、 rVAIO 電子マニュアル」の「メールで問い合わせる / FAX で取り富せる」をご賣<ださい。 

修理を依頼されるときは 

詳しくは、 rvAio 電子マニュアル」の「修理を依頼されるときは」をご覧ください。 

海がでの修理について 

お買い巧めいただいた VAI 0 は 、 International Repair Service Program (国隙修理プ□グラム） 
の対象機種です。 

VAI 0 のご購入曰か引年間は、海外の本ヴービス対象国および地域においても、保証規定にのっ 
とり、無償で修理を巧います。サービス内容やご利用方法など詳しくは、本機に付属の冊モ 
[International Repair Service P の gram (国際修理プ□グラム)のご案内」をご賣ください。 

VAI 0 オーナーの皆さまのポータルページ 「 MyVAIO 」 

詳しくは、 rvAio 電子マニュアル」の「その他のサービスとサポート」をご賣ください。 

各種有料サービスのご案内 

詳しくは、 rvAio 電子マニュアル」の「その他のヴービスとサポート」をご賣ください。 
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付属ソフトウェアの 
お問い合わせ先 

本機に付属のソフトウェアはそれぞれお問い合わせ先び異なります。 rvAio 電子マニュアル」の 
「付属ソフトウェアのお問い合わせ先」をご覧になり、各ソフトウェアごとに記載された先へお問 
い合わせ < ださい。 

(ごヒント） 

本機に付属のソフトウエアは、選択したモデルにより異なります。 

付属のソフトウェアを確認するには、付属の「主な仕様と付属ソフトウェア」をご覧になるか、または[スター 
卜] ボタンー [すべてのプ □グラム] にポインタをあわせて表示されたメニューをご確認ください。 



• Windows XP は、使巧者び OS 上で作業を行うには一定のユーザー権利とアクセス許可び必要です。 

本機に付属のソフトウェアの中でち同输こ、一定のユーザー権利とアクセス許可び必要なちのびあります。 
インス I -ールびできない、機能の一部び使巧でをない、またはソフトウェアび起動でをない場合などは、 □ 
グインしているユーザーに必要なユーヴー権利とアクセス許可び与えられていない可能性びあります。 
その場合は、システムの管理び可能なユーヴー名で再度□グインするか、お使いのユーザー名に「コン 
ピュータの管理者」の権利を与える設定にして作業をやり直してください。 

なお、ソフトウェアによっては、ユーヴーの簡易切り替えに対応していないちのびありまず。詳しくは、を 
ソフトウェアのヘルプをご覧になるか、各ソフトウェアの「お問い合わせ先」にお問い合わせください。 

• 付属ソフトウェアの一部においては、アプリケーション単独でアンインス!-ールやインストールび行える 
をのちあ0ます。 

ただし、このよラな操作を行った場合の動作確認は行っておりません。 


がム zr - zl . が錐 


ミ IX 

\ 丄 /:. 峰 — み /: Y 


: HI3 : ムみ K/:Y 


PWRrI 

む^ご 


ム—ちわ. k 71 i .4 
\がわ：？だ〇固 


陛 W 顺が 


63 







ま意事項 


汪忌违 I 貝 


使用上のごを意 

本機をお使いになる際の重票なお知5せでず。 
必ずお読みください。 


ここに記載されているごを意の他に、本 
機の画面に表示される r 重要なお知5せ」 
の内容をご確認ください。 
r 重要なお知5せ」は、本機をはじめてお 
使いになる隙、画面に表示されます。 

まだ「重要なお知5せ」をご覧になってい 
ない場合は、[スタート]ボタンをク U ッ 
クして、[すべてのプ□グラム]にポイン 
夕をあわせ、[重要なお釘]5せ]をク U ッ 
クして表示される画面をご覧ください。 


本機の取り扱いについて 

• 本磯に手やひじをつくなどして力を加えな 
いで < ださい。 

• 衝撃を加えたり、落とした0しないでくだ 
さい。記録したデータび消失したり、本機 
の故障の原因となりまず。 

• 炎天下や窓をしめをった自動車内など、異 
常な高温になる場所には置かないでくださ 
し、。本機び変形し、故障の原因となること 
びありまず。 

• ク U ップなどの金属物を本機の中に入れな 
いで < ださい。 

• 振動する場所や不安定な場所では使用しな 
いで < ださい。 

• キーボードの上に物を置いた0落としたり 
しないでください。また、キートップを故 
意にはずさないでください。キーボードの 
故障の原因とな0ます。 

• 本機は精密機器であるため、ほこ0の多い 
場所では使巧しないでください。故障の原 
因となることびあります。 


• 湿気び多い場所では使用しないでください。 
• ディスプレイパネルを開閉する隙は、液晶 
ディスプレイと本機キーボード面の間に指 
などを入れてはさまないよラにごミ主意くだ 
さい。 


有寿命部品について 

本機には有寿命部品び含まれています。有寿 
命部品とは、ご使巧による磨耗-冀化び進行 
する可能性のある部品を指します。各有寿命 
部品の寿命は、ご使用の環境やご使用頻度な 
どの条件により異なります。善しい装化•磨 
耗びある場合は、機能び低下し、製品の性能維 
持のため交換び必要となる場合びありますの 
で、あ5かじめご了承下さい。 


液晶ディスプレイについて 

• 液晶画面は非常に精密度の高い技術で作5 
れていますび、画面の一部にごくわずかの 
画素欠けや常時点口する画素びある場合び 
あります (; 夜晶ディスプレイ画面の表术し 
ラる全画素数のラち、点灯しない画素や常 
時点口している画素数は、0.0006 %未満で 
す)。また、見る角度によって、すじ状の色 
む5や明るさのむ5び見える場をびありま 
す。これ5は、液晶ディスプレイの構造に 
よるをので、故障ではありません。交換- 
返品はお受けいたしかねますので、あらか 
じめご了承くださし、。 

• ディスプレイに物をのせたり、落としたり 
しないでください。また、手やひじをつい 
て体重をかけないでください。 

• ディスプレイの表示面をカッターや銳利な 
刃物で傷つけないでください。 

• キーボードの上にボールペンなどを置いた 
まま、液晶ディスプレイを閉じないでくだ 
さい。 
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• 液晶ディスプレイを閉じた状態でディスプ 
レイパネル部分に力を加えないでください。 
液晶ディスプレイにミちれや傷び付くことび 
おります。 


se 露について 

結露とは空気中の水分び金属の板などに付着 
し、水滴となる現象です。 

本機を寒い場所か5急に暖かい場所に持ち化 
んだとをや、冬の朝など暖房を入れたばかり 
の部屋などで、本機の表面や内部に結露び生 
じることびおります。 

そのままご使用になると故障の原因となりま 
す。 

結露び生じたときは、水滴をよく巧を取って 
ください。水滴を a 走取るときは、ティッシュ 
ペーパーをお使いになることをおすすめしま 
す。 

管面または液晶面び冷えているとさは、水滴 
を a を取ってを、また結露び生じてしまし、ま 
す。 

全体び室温に温まって結露び生じな<なるま 
で、電源を入れずに約1時間放置してください。 


記録内容の補償に関ずる免責事項 

本機の不具合など何!5かの原因で本製品内ま 
たはが部メディア-記録機器などに記憶びで 
をなかった場合、不具合-修理など何5かの 
原因で本製品内または外部方ディア-記録磯 
器などの記録内容び破損-消滅した場合など、 
いかなる場合においてち、記録内容の補價お 
よびそれに付随するあ5ゆる損害について、 
当社は一切責任を負いかねます。また、し、か 
なる場合においてち、当社にて記録内容の修 
復、復元、複製などはいたしません。あ5かじ 
めご了承 < ださし、。 


ハードディスクまたは SSD の取り扱い 
について 

本機には、八ードディスクまたは SSD (アプ U 
ケー シヨ ンやデータなどをな存するための記 
憶装置)び内蔵されています。 

何5かの原因で八ードディスクまたは SSD び 
故障した場を、データの修復はでをませんの 
で、記憶したデータを失ってしまラことのな 
いよラ、次の点に特にごま意ください。 

/ V - ドディスクドライブ搭載モデルをお使い 
の場合 

• 衝擊をちえないでください。 

• 振動する場所や不安定な場所では使用しな 
いで < ださい。 

• 電源を入れたまま、本機を動かさないで< 
ださい。 

• データの書を込み中や読み込み中は、電源 
を切った0再起動した0しないでくださし、。 
• 急激な温度変化(毎時 IcrcULL の変化)の 
ある場所では使用しないでくださし、。 

• テレビやスピーカー、磁石、磁気ブレスレツ 
卜などの磁気を帯びたわのを本機に近づけ 
ないで < ださし、。 

• 八ードディスクを取りはずさないで<ださ 
い。 

SSD 搭載モデルをお使いの場合 

• データの書を込み中や読み込み中は、電源 
を切った0再起動した0しないでください。 
• SSD を取りはずさないでください。 
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パードディスクまたは SSD の 
バックアップについて 

八ードディスクまたは SSD は非常に多くの 
データを保をすることびでさますび、その反 
面、ひとたび事故で故障すると多量のデータ 
び失われ、取り返しのつかないことになりま 
す。万一のためにを、八ードディスクまたは 
SSD に保存している文書などのデータは定期 
的にバックアップを取ることをおすすめしま 
ず。 

八ードディスクまたは SSD のバックアップ、 
バックアップの内容の戻しかたについて詳し 
くは、 Windows のヘルプをお読みくださし''。 
データの損失については、一切責任を負いか 
ねます。 


"メモリースティック"の 
取り扱いについて 

• ルさいおモ様の手の届くところに置かない 
よラにしてください。誤って飲み込むおそ 
れびあります。 

• 大切なデータはバックアップをとっておく 
ことをおずすめします。 

• 次の場を、記録したデータび消えたり壊れ 
た0することびありまず。 

-メモ U —力ードアクセスランプび点口中 
にソモリースティック"を抜いたり、本 
機の電源を切った場合 
-静電気や電気的ノイズの影響を受ける場 
所で使用した場合 

• 端モ部には手や金属で細れないでくださし、。 



• 強い衝擊を与えたり、巧げたり、落としたり 
しないで < ださい。 

• 分解した0、改造したりしないでください。 
• 水に城らさないでください。 


• 次のよラな場所でのご使用や保存は避けて 
<ださい。 

-高温になった車の中や炎天下など気温の 
局い場所 

-直射曰光のあたる場所 
-湿気のをい場所や腐食性のある場所 
• 持ち運びや保管の隙は、"メモ U —スティッ 
ク"を付属の収納ケースに入れてください。 

"メモリースティックデュオ"使用上のごミち 
意 

• "ゾモリースティックデュオ"のメモエ U 
アに書き込むときは、内部を破損するおそ 
れびあるため、先の尖ったペンは使用せず、 
あまり強い圧力をかけないよラごミ主意くだ 
さい。 

• ソモリースティックデュオ"の誤消去防 
止スイッチを動かすとさは、先の細いわの 
で動かして < ださし、。 

"メモリースティックマイク□"使用上のご 
ま意 

• "メモ U —スティックマイク□"を本機で 
お使いの場をは、必ず"^モ U - スティック 
マイク□"を^モ U —スティックマイクロ 
デュオサイズアダプターに入れてか5本 
機に挿入してください。 

^モ U —スティックマイクロデュオサイ 
ズアダプターに装着されていない状態で 
挿入すると、"メモ U - スティックマイク 
打’び取り出せなくなる可能性びあります。 

• "メモリースティックマイク□"、メモ U — 
スティックマイクロデュオサイズアダプ 
ターは、ルさいおモ様の手の届くところに 
置かないよラにしてください。誤って飲み 
込む恐れびあ0ます。 
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メモリカードをコンピュータじ(外の機 
器で使用ずる場合 

ソモ U -スティック"がの モ U 力ードを 
コンピュータ1;(外の機器(デジタルスチルカ 
;><ラやオーディオ機器など)で使用する場合 
は、データの記録を行う機器であ5かじめメ 
モ U カードをフオー マッ ト（初期化）してから 
ご使巧くださし、。 

お使いの機器によっては、コンピュータで標準 
的に使用されるフォーマットをサポートして 
いない場合びあ0、フォーマットを促ずメッ 
セージび表示されることびあ0まず。その場 
合はメモ U 力ード内のデータをいったん本機 
にコピーし、データの記録を行う機器でメモ 
U カードをフオーマットしてか5ご使巧くだ 
さい。フ ォー マットを行ラとデータは消去さ 
れますのでごま意ください。 

詳しくは、お使いの機器の取扱説明書をご覧 
くださし、。 


ワイヤレス機能の取り扱い 

について 

• 本機のワイヤレス機觸ま、日本国内のみで 
お使いください。海外でご使用になると罰 
せられることびあります。 

• 本機内蔵のワイヤレス LAN 機能は WFA 
( Wi-Fi Alliance ) で規定された 「WW (ワイ 
フアイ）仕様」に適合していることび確認さ 
れています。 

• ワイヤレス LAN ではセキュ U ティの設定を 
することび非常に重要です。セキュリティ 
対策を施さず、あるいはワイヤレス LAN の 
仕様上やむを得ない事情により、セキュ U 
ティの問題び発生してしまった場含、弊社 
ではこれによって生じたあ5ゆる損害に対 
する責任を負いかねます。詳細については、 
http :// vcl . vaio . sony . co . jp / notices / 
secijiity _ wirelesslan.html をご覧下さい。 


• ワイヤレス対応機器び使巧する 2.4 GHz 帯 
は、さまざまな機器び共有して使用する電 
波帯でず。 

そのためワイヤレス对応機器は、同じ電波 
帯を使用する機器からの影響を最ル限に抑 
えるための技術を使用していますび、場合 
によっては他の機器の影響によって通信速 
度や通信距離び低下ずることや、通信び切 
断することびあ0ます。 

• 通信速度は、通信機器間の距離や障害物、機 
器構成、電波状況、使用するソフトウエアな 
どにより変化します。また、電波環境によ 
り通信び切断される場合びあります。 

• 通信機器間の距離は、実隙の通信機器間の 
障害物や電波状況、壁の有無-素材など周 
囲の環境、使用するソフトウエアなどによ 
り変化します。 

• 2.4 GHz 帯のワイヤレス LAN 機能と5 GHz 
帯のワイヤレス LAN 機能とでは、周波数帯 
域び異なるため接続することはでをません。 

• IEEE 802.11 g および IEEE 802.1 In (2.4 
GHz ) は 、 IEEE 802.11 b 製品との混在環境に 
おいて、干渉を受けることにより通信速度 
び低下することびあります。また、自動的 
に通信速度を落として IEEE 802.11 b 製品と 
の互換性を保つしくみになっています。ア 
クセスポイントのチャンネル設定を変更ず 
ることにより通信速度び改善する場合びあ 
ります。 

• 緊急でワイヤレス機能を停止させる必要び 
ある場合には、 W 旧 ELESS スイッチを 「 OFF 」 
にあわせて < ださい。 

• Bluetooth 対応機器び使巧する 2.4 GHz 帯 
は、さまざまな機器び共有して使用する電 
波帯でず。 

そのため Bluetooth 対応機器は、同じ量波 
帯を使用する機器か5の影響を最小限に抑 
えるための技術を使用していますび、場合 
によっては他の機器の影響によって通信速 
度や通信距離び低下することや、通信び切 
断することがあ0ます。 
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• Bluetooth 規格の制約上、電波状況などに 
より、大容量のファイルの送信を続けると、 
まれに転送したファイルに不具合び生じる 
場合びありまずのでごを意くださし、。 

• Bluetooth —般の特性として、複数の 

聞 uetooth 機器を接続した場合は、帯域の 
問題により、 Bluetooth 機器の性能び落ち 
る場合びありまず。 

• Bluetooth Audio 機器と接続して動画を再 
生ずると 、 BI uetooth 機能の性質上、音声び 
映イ象とずれて再生される場合びあります。 


AC アダプタについてのご注意 

• AC 電源をつなびない状態で本機の電源を入 
れたまま、または本機びスタンバイのとさに 
バッテリを取0はずすと、作業中の状態や保 
存されていないデータは失われます。 

• 安全のために、本機に付属または指定され 
た別売りの AC アダプタをご使用ください。 

• ウオールマウントプラグアダプタは、 AC ア 
ダプタとコンセントにしっか0差し込んで 
ください。（ウオールマウントプラグアダプ 
夕付属モデル） 

• 本磯に付属のウオールマウントプラグアダ 
プタは本機専用です。本機がでは使巧し 
ないでください。（ウオールマウントプラグ 
アダプタ付属モデル） 

• AC アダプタを海外旅行ち用の「電子式変圧 
器」などに接続しないでください。発熱や 
故障の原因とな0まず。 

• ケーブルび断線したアダプタは危険ですの 
で、そのまま使用しないでください。 


バッテリについてのごま意 

バッテリについて 

• 付属のバッテ U は本機専巧でず。 

• 安全のために、本機に付属または指定され 
た別売りのバッテ I 」をご使用ください。 

• 高温時、低温時は、安全のために充電を停止 
することびおります。 


• AC 電源につないでいると却ま、バッテ U を 
装着しているとをでわ、 AC 電源か5電源び 
供給されます。 

• AC 電源をつなびない状態で本機の電源を 
入れたまま、または本機びスタンバイのと 
きにバッテ U を取りはずすと、作業中の状 
態や保存されていないデータは失われます。 
必ず、本機の電源を切ってから取りはずし 
て < ださい。 

はじめてパッテリをお使いになる 
とさは 

付属のバッテ U は完全には充電されていない 
ため、はじめてお使いになるとをからバッテ 
U び消耗している状態になっていることびあ 
ります。 

バッテリの放電について 

バッテリは充電後、使用していない場合でち、 
少量ずつ自然に放電するため、長時間放置し 
た場合、バッテリ駆動時間び短くなる場合び 
あります。使巧前には、再度、充電することを 
おすすめします。 

バッテリの駆動時間について 

バッテリの駆動時間は、使用状況および設定 

等により変動します。 

バッテリの性能ほ下と交換について 
バッテリは、充電回数、使用時間、保を期間に 
伴いがしずつ性能び低下していさます。この 
ため、充分に充電を行ってをバッテ U 駆動時 
間び短くなったり、寿命で使えなくなること 
びあ0ます。 

バッテリ駆動時間び短くなってきた場合には、 
バッテ I 」寿命を確認し、弊社指定の新しい 
バッテ I 」と交換をしてくださし、。 

バッテ U の交換に関しご不明な点などびござい 
ました 5、 VAI 0 カスタマ ー U ンクまでお問い合 
わせ < ださい。 
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省電力動作モードでお使いのときは 

スタンバイ時にバッテリび消耗すると、スタ 
ンバイに移行する前の作業状態や保をしてい 
ないデータび失われてしまい、元の状態に復 
帰でをな<なります。スタンバイに移行させ 
る前には、必ず作業中のデータを保存してく 
ださい。 

なお休止状態では、作業状態や作業中のデー 
夕を八ードディスクまたは SSD に保をします 
ので、バッテリび消耗してもデータびなくな 
ることはありません。長時間 AC アダプタを 
使わない場合は、休止状態へ移行させるよラ 
にしてくださし、。 

パッテリの残量がかないとさは 
本機は、通常モード時にノ くッテ U の鶏量びわ 
ずかになると、自動的に休止状態になるよラ 
お買い上げ時に設定されていますび、ご使巧 
中のソフトウエアや接続している周辺機器に 
よつては、 Windows か日の指示で作業を一時 
中断することびでをないため、この機能び正 
し < 働かないことがあ0ます。 

長時間席をはずすとをなどにバッテリび消耗 
した場合、自動的に休止状態にな5ないと、本 
機の電源び切れて作業中のデータび失われて 
しまラおそれびあります。 

バッテ U でご使用のときは、こまめにデータ 
をイ呆存したり、手動で休止状態にしてくださ 
し、。 


録画/録音についてのご注意 

• 著作権保護のための信号び記録されている 
ソフト、放送局側で録画禁止設定び行われ 
ている番組、または「一度だけ録画巧能」な 
設定び行われている番組は録画でをません。 
また、表示ちでをない場合びあります。 

• 録画内容の補償はで走ません。必ず、事前 
に試し撮りをし、正常に録画-録音されて 
いることを確認してください。 

• 万び 一、 機器やソフトウ X アなどの不具を 
によ0録画-録音びされなかった場を、記 
録内容の補價についてはご容赦 < ださし、。 


ソフトウェアの不正コピー禁止について 

本機に付属のソフトウェアは、ライセンスあ 
るいは□イヤ U ティ契約のもとに供給されて 
し、ます。これ5のソフトウェアを不正にコ 
ピーすることは法律で禁止されています。 
また、店頭で購入したソフトウェアを人に貸 
したり、人か5ソフトウェアを借りてコピー 
して使うことは禁じ5れています。ソフト 
ウェアの使用許諾書をよくお読みのラえ、お 
使いください。 


ソフトウェアと周辺機器の動作について 

一般的に Windows XP 用、 DOS / V 用などと表 
記している市販ソフトウェアや周辺機器の中 
には、本機で使用で走ないものびあります。 

ご購入に際しては、販売店または各ソフト 
ウェアおよび周辺機器の販売元にご確認くだ 
さい。 

市販ソフトウェアおよび周辺機器を使用され 
た場をの不具合や、その結果生じた損失につ 
いては、一切責任を負いかねます。また、本機 
に付属のがをインス I -ールした場合の 
動作保証はいたしかねます。 


が.^户六 Z 丄只^が錐2一2 


ミ IX 
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PWRrI 
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お手入れ 


本機のお手入れ 

• 本機の電源を切り、 AC アダプタとバッテ U 
を取りはずしてか5お手入れをしてくださ 
い。 

• やほこりなどは、乾いた巧で軽く拭さ 

取ってくださし、。 

• 巧れを落とすとさは、必ず乾いた柔5かい 
布で軽くおを取ってください。ミちれび落ち 
にくいとさは、息をかけなび5乾いた布で 
拭さ取るか、水でかし湿らせた布で軽くお 
いたあと、さらに乾いた布で水気を拭を 
取ってくださし、。 

• 市販の 0 A ク U - ナーやベンジン、アセトン、 
アルコールやシンナーなどは、表面処理を 
傷めますので使わないでください。 

• 化学ぞラさんをお使いになるとさは、そのを 
意書さに従ってください。 

• キーボード(キートップ)の隙間に落ちた 3' 
S やほこ0などは、精密機器専用のエアダ 
スターなどを使って吹さ飛ばしてください。 
キートップは、故意にはずさないでくださ 
し、。また、家庭巧掃除機などで聴引すると、 
故障の原因とな0ます。 


液晶ディスプレイのお手入れ 

• 液晶ディスプレイは、特殊な表面処理びさ 
れていまずので、なるべく表面に細れない 
よラにしてください。 

• 巧れを落とすとさは、必ず乾いた柔5かい 
布で軽くおを取ってくださし、。 

• 巧れび落ちにくいとさは、息をかけなびら 
乾いた布で拭を取るか、水でかし湿5せた 
布で軽く拭いたあと、さ5に乾いた巧で水 
気を拭を取ってください。 

• 化学ぞラさんや市販の 0 A ク I 」ーナー、ベン 
ジン、アセトン、アルコールやシンナーなど 
は、表面処理を傷めますので使わないでく 
ださい。 


廃棄時などのデータ消去 
について 

コンピュータを廃棄などずるときには、お客 
様の重要なデータを消去ずる必要びあ0まず。 
データを消去する場合、一般には次のよラな 
作業を行います。 

• データを r ごみ箱」に捨てる 
• 「削除」操作を行ラ 

• 「ごみ箱を空にする」コマンドを使って消す 
• ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 
• 八ードディスクまたは SSD 巧の U カバ U 機 
能や自作の U カバ U ディスクを使い、お買 
い上げ時の状態に戻す 
これらの作業では、一見データび消去された 
よラに見えますび、八ードディスクまたは 
SSD 内のファイル管理情報び変更され、 
Windows などの 0 S のもとで呼び出す処理び 
でをなくなっただけで、本来のデータは残っ 
ています。 

従って、特殊なデータ回復のためのソフト 
ウェアを利用すれば、これ!5のデータを読み 
取ることび巧能な場合びありまず。このため、 
悪意のある第云者により、重要なデータび読 
み取られ、予期しない用途に利巧されるおそ 
れびありまず。 

廃棄時などに八ードディスクまたは SSD 上の 
重要なデータび流出するトラブルを回避する 
ためには、八ードディスクまたは SSD 上に記 
録された全データを、 お客様の責任において 
消去ずることび非常に重要となりまず。 
データを消去するためには、 U (下の方法びあ 
りまず。 

• 有償サービスを利用する 
消去に関ずる詳しい情報び VAIO サポート 
ページに掲載されています。 
http :// vcl . vaio . sony . co . jp / notices / 
hddformat . html をご覧くださし、。 

• 八ードディスクまたは SSD を破壊する 
八ードディスクまたは SSD 上のデータを物 
理的-磁気的に破壊して、データを読み取 
れないよラにします。 
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索弓 


別紙「主な仕様と付属ソフトウエア」をご覧ください。 


【ァ行 j 

アフターサービス . 60 

インスタントモード . 36 

インターネット . 29,58 

ウイルス . 34 

液晶ディスプレイ . 53,64 

お手入れ . 70 

主な仕様 . 別紙* 

【力行】 

画面 . 53 

カルテ . 19 

キーボード . 55 

起動 . 48 

艦 . 65 

コンピュータウイ J レス . 34 

【サ行】 

仕様 . 別紙* 

スティックポインター . 57 

予備用キャップ . 19 

セキュリティ . 34 

接続 . 20 

ADSL . 21 

CATV . 21 

FTTH . 21 

ISDN 回線 .22 

電源コード . 22 

バッテリ . 20 

ソフトウェア 

一覧 . 別紙* 

お問い合わせ先 . 63 

不正コピー禁止について . 69 


【夕行】 

ディスプレイ . 53 

データ消去について . 70 

電源 . 48 

コード . 19 

電源を入れる . 23 

電源を切る . 27 

パワースイッチ . 23 

パワーランプ . 23 

電話回線 . 30 

トラブル . 46,48 

【ハ行】 

八ードディスク . 58 

取り扱いについて . 65 

ノくックアップ . 66 

バイオ電子マニュアル . 46 

パスワード . 52 

バッテ U . 19,24,68 

パワースイッチ . 23 

パワーランプ . 23 

光ファイバー . 30 

付属ソフトウエア 

-K . mw 

お問い合わせ先 . 63 

付捐 □□. 19 

プ□バイダ . 29 

保日正'^ . 60 


【マ行】 

マカフイー- PC セキュリティセンター.…34 


メモ U —スティック 

取り扱いについて . 66 

文字入力 . 55 
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に行】 

1」力 nu 

ディスクを作成ずる . 38 

【ワ行】 

ワイヤレス LAN . 31 

取り扱いについて . 67 

【 A 】 

AC アダプタ . 19 

取り扱いについて . 68 

AD 义 . 21,30 

に】 

Bluetooth 

取り扱いについて . 67 

に】 

CATV . 21 

CATV インターネット . 30 

旧 

FTTH . 21,30 

川 

ISDN 回線 . 22,30 

【1_】 

LAN つネクタ . 21 

じ】 

SSD . 58 

取り扱いについて . 65 

ノくックアップ . 66 

【 V 】 

VAI 0 電テマニュアル . 46 


【 W 】 

Windows 
準備する 
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商標について 

• VA にはソニー株式会社の登録商標です。 


• MEMDRY5TICK. , "Memorv btick 、"メモ U — ス 
ティック "、 "Memory Stick Duo ’、">< モリース 
ティックデュオ " 、 " MagicGate ’、" マジックゲー 
ド、"マジックゲート メモ U — スティック"、"メ 
モリーステ ィッ ク PRO" 、 " メモ U -スティック 
PRO デュオ " 、 " メモリースティック PRO-HG "、 
" メモ U- スティックマイク□"はソニー株式尝 
社の商標または登録商標です。 

• •ミ"、 "XMB" 、 および " xross media bar" は、ソ 

二一株式会社および株式会社ソニー . コンピュー 
タエンタテイン >< ントの商標です。 

• "AVCHD" および "AVCHD" □ 3 はノけソニック 
株式会社とソニー株式会社の商標です。 

• HDV および HDV □二 [ は、ソニー株式会社と日本ビ 
クター株式会社の商標です。 

• "PetaMap" および r ぺタマップ」は、ソニースタイ 
ル - ジャパン株式会社の登録商標です。 

• rPlaceEngine 」 は、クウジット株式会社の登録商 
標です。 

• rPlaceEngine 」 は、棵式会社ソニーコンピュータ 
サイエンス研究所び開発し、クウジット株式会社 
びライセンスを行っている技術です。 

• n モード」 r おサイフケータイ」は株式会社 NTT ド 
コモの商標または登録商標です。 

• Bluetooth ワードマークと □ コは Bluetooth S に , 
In 仁の所有であり、ソニーはライセンスに基づき 
このマークを使用しています。他のトレードマー 
クおぶびトレード名称については、個々の所有者 
に帰属ずるものとします。 

• Intel 、 インテル 、 Intel □ コ 、 Intel Inside、Intel 
Inside □ コ、 Centiino 、 し entrino InsideJntel 
Viiv、Intel Viiv □ コ ''Intel vPro、Intel vPro □ コ、 
Celeron、Celeron InsideJntel Atom、Intel 
Atom Inside、Intel Core.Core Inside 、 Itanium 、 
Itanium Inside 、 Pentium、Pentium Inside、Viiv 
Inside、vPro lnside 、 Xeon、Xeon Inside は、アメ 
U 力合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation の商標です。 

• Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 
Windows Media 、 Outlook 、 PowerPoint、Office 
□ コ、 Encarta 、 Encarta □ コ ‘ は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登 
録商標または商標です。 


• 旧 M および PC/AT 、 PS/2 は、米国 International 
Business Machines Corpora む on の商標および 
登録商標です。 

• Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号 □□ 
はドルビーラボラト 1 」ーズの商標です。 

• Ethernet およびイーサネットは、富 ± ゼ□ックス 
社の登録商標です。 

• SD □二 [ は商標です。 SS^ 

• SDHC □二 f は商標です。 證 

• MultiMecHaCarcKTM ) は MultiMediaCard 
Association の商標です。 

• SOFTBANK およびソフトバンクの名称、 □ コ‘は曰 
本国およびその他の国におけるソフトバンク株 
式会社の登録商標または商標です。 「 Yahoo !」 およ 
び 「 Yahoo! 」「 Y! 」 の □ コマークは、米国 Yahoo! Inc 
の登録商標または商標です。 

• 「 EZweb 」 は、 KDDI 株式会社の登録商標または商 
標です。 

• Adobe、Adobe □コ、 Adobe Premiere、Adobe 
Photoshop Elements 、 Pnotoshop、Adobe 
Reader 、 Lightroom 、 および Adobe Acr 日 bat は、 
Adobe Systems Incorporated (アドビシステム 
ズ社）の米国ならびに他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Gracenote and CDDB are reaistered 
trademarks of Gracenote. The Gracenote 
logo and logotype, the Gracenote CDDB 
logo, and the "Powered by Gracenote" logo 
are trademarks of Gracenote. 

• "Direct Stream Digital", DSD and their logos 
are trademarks of Sony Corporation. 

• "SBM/Super Bit Mapping" is a trademark of 
Sony Corporation. 

• Equaliser for VAIO, Multichannel 5 Band EQ + 
Filters for VAIO and Restorer for VAIO from 
Sony Oxford. Copyright に ) Sonnox Ltd. 

• QStream Technology, QSound Q 占 urr 曰 und 5.1 
Plug-In for VAIO, QSound QSurround 
Virtualizer Plug-In for VAIO and QSound 
QMSS Plug-In for VAIO by QSound Labs, Inc 
Copyright (C) QSound Labs, Inc All rights 
reserved. 

QSound, QSurround, QMSS, QMAX II, iQms2, 
QDVD and the QLogo are trademarks of 
QSound Labs, Inc. 
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• ASIO is a trademark of Steinberg Media 
Technologies GmbH. 

• VST is a trademark of Steinberg Media 
Technologies GmbH. 

• QR コードは、（紙デンソーウェープの登録商標で 
す。 

• その他、本書で登場するシステム名、製品名、サー 
ビス名は、一般に各開発メーカーの登録商標ある 
いは商標です。なお、本文中では (TM) 、 (R ) マーク 
は明記していません。 

ソフトウェアをお使いになる前に、必ずお買い上げ 

のコンピュータに添付のソフトウエア使巧許諾契約 

書をご覧ください。 
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インターネットに接続すれば、 VA のを活用ずるために役立つ情報を閲覧するこ 
とびでをます。 

VAIO の最新サポート情報を提供 

VAIO ヴポートページ 

http://vcl.vaio.sony.co.Jp/ 

VAI 0 をお使いの上で、わか5ないことや卜 
ラブルび起さたとさにご覧ください。 
解決ち法をわかりやすく提イ共しています。 
(詳しくは rvAio 電子マニュアル」をご覧く 
ださい。） 



VAI0 ユーザーのポータルサイト 

MyVAIO 

http://sony.jp/vaio/myvaio/ 


ウェブ検索やニュースなどのポータル機能と 
VA のの各種サービスをご覧いただけまず。 



VAI0 の製品情報び満載 
VAI0 ホームページ 


http://sony.jp/vaio/ 



VAI 0 のカタ□グ情報をはじめとした、 
総合情報サイトでず。 





※画面は予告なく蜜更することびありますび 
ご了承 < ださい。 






























電話番号はお間違いのないよ 5 ご注意< ださい。 


ほいかたのお囲い合わせ 

VAIO カスタマーリンク r 使い方相談窓□」 

ロクゼロサンサンキユウキユウ 

( 0120 ) 60-3399 

(フリーダイヤル） 

《 VAIO カスタマー登録びお済みでは 
ないお客様、携帯電話、 PHS 、 一部の 
IP 電話、海がなどからのご利用は、 

(0466) 30-3000 循話料お客様負担） 


受付時間 

平日： 9時〜1別寺 
±曜、日曜、祝日： 9時〜17時 
(365 曰年中無休） 

年末年始は±曜、日暖祝日の受付 
時間となる場合びあります。 


• フリーダイヤルをご利用になるには、 VAIO カスタマー登録が必要でず。 

• VAIO カスタマー登録がお済みのお客様には、 VAIO ご購入曰か51年間、「使い 
方相談窓 □_! でのサポートを無料でご利用いただけまず。 

• お電話の前に本機の型ちをご確認ぐださい。 

(お証書または本機 ID ラベルに記載されていまず。本機 ID ラベルについては、 
本機のキーボードち上をご覧< ださい。） 

お電話でのお問い合わせについて、詳しくは rvAio 電子マニュアル」の「電話で 
問い合わせる」をご覧ください。 

カスタマー宣録に関するお PS い合わせ 

カスタマー専用デスク 


ゼロ 3: 


] クロクサンハチイチ a ンイチゼロ 


( 0466 ) 38-1410 


受付時間 

平曰： 9時〜20時 
±曜、日曜、祝日： 9時〜17時 
(年末年始は±曜、曰曜、祝曰の受付 
時間となる場合びあります。） 


My VAIO ( http :// sony . jp / vaio / myvaio /) では、 VAIO ユーヴーのみなさまにさま 
ざまな有料サービスをご提供しています。 

■ セ S ナー-個人レッスン 

VAIO の基本的な使いかたか5、写真加工、八イビジョン編集まで、か人数制 
でさめ細かく学べる各種セミナーやご自宅でじっくり学べる訪問個人レッ 
スンをご用意しています。 

■ VA に設置設定サービス 

スタッフびお客様のご自宅へお伺いし、 VAIO の設置-設定サポート(初期設 
定/インターネット設置/無線 LAN 設定/データ移行など)を行ラサービス 
でず。 


》このほかにち有料メニューをご用意しています。 

詳しくは My VA に化打 p :// sony . jp / vaio / myvaio /) をご覧ください。 


i 巧話でのお問い合わせ 







使いかたのお問い合わせ 


VAIO カスタマーリンク「使い方相談窓口」 

電話番号（〇じ〇) 60-3399 

^フリーダイヤルをご利用になるには、 VA にカスタマー登録が必要です。 
^ VAIO カスタマー登録がお済みのお客様には、 VA にご購入日から1年間、 
「使いち相談窓口」でのサポートを無料でご利用いただけます。 

^お電話の前に本機の型名をご確認ください。 

詳しくは、前ページをご覧ください。 


VAIO サポートぺージ 

VAIO の最新のサポート情報を詳しく掲載しています。 

http://vcl.vaio.sony.co.jp/ 

VAIO ホームぺージ 

VAIO を楽しく使っていただくための情報をご案内しまず。 
http://sony.jp/vaio/ 
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